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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のサーチスペースをEnhanced PDCCH（EPDCCH）に設定し、各サーチスペースは制御
信号をマッピングするための複数のマッピング候補を含み、前記EPDCCHは複数のコントロ
ールチャネルエレメント（CCE）が設定されたリソースブロックペア（RBペア）を含み、
前記複数のマッピング候補の各々はアグリゲーションレベルと同数のCCEを有し、前記ア
グリゲーションレベルが１の場合、前記複数のサーチスペースの各々は、第１の個数のリ
ソースエレメント（RE）を含むCCEである第１のマッピング候補と、前記第１の個数とは
異なる第２の個数のREを含むCCEである第２のマッピング候補とを含む、サーチスペース
設定部と、
　前記複数のサーチスペースの各々において、前記複数のマッピング候補の１つに前記制
御信号をマッピングし、前記マッピングされた制御信号を送信する送信部と、
　を具備する送信装置。
【請求項２】
　前記複数のサーチスペースは、前記制御信号の送信先である端末装置ごとに設定された
サーチスペースの集合である、
　請求項１に記載の送信装置。
【請求項３】
　前記複数のCCEの各々は複数の分割単位により構成され、前記複数の分割単位は、互い
にRE数の異なる第１の分割単位と第２の分割単位を含む、
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　請求項１又は２に記載の送信装置。
【請求項４】
　前記制御信号は、DL assignmentとUL grantとを含む、
　請求項１から３のいずれか一項に記載の送信装置。
【請求項５】
　前記複数のCCEは、localized割当またはdistributed割当によって前記EPDCCHに配置さ
れている、
　請求項１から４のいずれか一項に記載の送信装置。
【請求項６】
　前記EPDCCHは複数のRBペアを含み、各RBペアは４つのCCEに分割され、前記４つのCCEは
前記第１の個数のREを含むCCEと前記第２の個数のREを含むCCEとを含む、
　請求項１から５のいずれか一項に記載の送信装置。
【請求項７】
　前記アグリゲーションレベルが２の場合、前記複数のサーチスペースの各々において、
前記複数のマッピング候補の少なくとも一つは、前記第１の個数のREを含むCCEと前記第
２の個数のREを含むCCEとを含む、
　請求項１から６のいずれか一項に記載の送信装置。
【請求項８】
　複数のサーチスペースをEnhanced PDCCH（EPDCCH）に設定し、各サーチスペースは制御
信号をマッピングするための複数のマッピング候補を含み、前記EPDCCHは複数のコントロ
ールチャネルエレメント（CCE）が設定されたリソースブロックペア（RBペア）を含み、
前記複数のマッピング候補の各々はアグリゲーションレベルと同数のCCEを有し、前記ア
グリゲーションレベルが１の場合、前記複数のサーチスペースの各々は、第１の個数のリ
ソースエレメント（RE）を含むCCEである第１のマッピング候補と、前記第１の個数とは
異なる第２の個数のREを含むCCEである第２のマッピング候補とを含み、
　前記複数のサーチスペースの各々において、前記複数のマッピング候補の１つに前記制
御信号をマッピングし、前記マッピングされた制御信号を送信する、
　送信方法。
【請求項９】
　前記複数のサーチスペースは、前記制御信号の送信先である端末装置ごとに設定された
サーチスペースの集合である、
　請求項８に記載の送信方法。
【請求項１０】
　前記複数のCCEの各々は複数の分割単位により構成され、前記複数の分割単位は、互い
にRE数の異なる第１の分割単位と第２の分割単位を含む、
　請求項８又は９に記載の送信方法。
【請求項１１】
　前記制御信号は、DL assignmentとUL grantとを含む、
　請求項８から１０のいずれか一項に記載の送信方法。
【請求項１２】
　前記複数のCCEは、localized割当またはdistributed割当によって前記EPDCCHに配置さ
れている、
　請求項８から１１のいずれか一項に記載の送信方法。
【請求項１３】
　前記EPDCCHは複数のRBペアを含み、各RBペアは４つのCCEに分割され、前記４つのCCEは
前記第１の個数のREを含むCCEと前記第２の個数のREを含むCCEとを含む、
　請求項８から１２のいずれか一項に記載の送信方法。
【請求項１４】
　前記アグリゲーションレベルが２の場合、前記複数のサーチスペースの各々において、
前記複数のマッピング候補の少なくとも一つは、前記第１の個数のREを含むCCEと前記第
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２の個数のREを含むCCEとを含む、
　請求項８から１３のいずれか一項に記載の送信方法。
【請求項１５】
　複数のサーチスペースをEnhanced PDCCH（EPDCCH）に設定し、各サーチスペースは制御
信号をマッピングするための複数のマッピング候補を含み、前記EPDCCHは複数のコントロ
ールチャネルエレメント（CCE）が設定されたリソースブロックペア（RBペア）を含み、
前記複数のマッピング候補の各々はアグリゲーションレベルと同数のCCEを有し、前記ア
グリゲーションレベルが１の場合、前記複数のサーチスペースの各々は、第１の個数のリ
ソースエレメント（RE）を含むCCEである第１のマッピング候補と、前記第１の個数とは
異なる第２の個数のREを含むCCEである第２のマッピング候補とを含む、処理と、
　前記複数のサーチスペースの各々において、前記複数のマッピング候補の１つに前記制
御信号をマッピングし、前記マッピングされた制御信号を送信する処理と、
　を制御する集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信装置、送信方法、及び集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、セルラ移動体通信システムにおいては、情報のマルチメディア化に伴い、音声デ
ータのみならず、静止画像データ及び動画像データ等の大容量データを伝送することが一
般化しつつある。また、LTE-Advanced（Long Term Evolution Advanced）では、広帯域の
無線帯域、Multiple-Input Multiple-Output（MIMO）伝送技術、干渉制御技術を利用して
高伝送レートを実現する検討が盛んに行われている。
【０００３】
　さらに、M2M（Machine to Machine）通信等、様々な機器が無線通信端末として導入さ
れること、及び、MIMO伝送技術により端末の多重数が増加することを考慮すると、制御信
号に使用されるPDCCH（Physical Downlink Control CHannel：下り回線制御チャネル）が
マッピングされる領域（つまり、「PDCCH領域」）のリソース不足が懸念される。このリ
ソース不足によって制御信号（PDCCH）がマッピングできなくなると、端末に対する下り
回線データの割当が行えない。このため、下り回線データがマッピングされるリソース領
域（つまり、「PDSCH（Physical Downlink Shared CHannel）領域」）が空いていても使
用することができずに、システムスループットが低下してしまう恐れがある。
【０００４】
　このリソース不足を解消する方法として、無線通信基地局装置（以下、「基地局」と省
略する）配下の端末に向けた制御信号を、データ領域にも配置することが検討されている
。そして、この基地局配下の端末に向けた制御信号がマッピングされるリソース領域は、
Enhanced PDCCH（ePDCCH）領域、New-PDCCH（N-PDCCH）領域、又は、X-PDCCH領域などと
呼ばれる。このようにデータ領域に制御信号（つまり、ePDCCH）をマッピングすることに
より、セルエッジ付近に存在する端末へ送信される制御信号に対する送信電力制御、又は
、送信される制御信号によって他のセルへ与えられる干渉制御若しくは他のセルから自セ
ルへ与えられる干渉制御が、実現可能となる。
【０００５】
　また、LTE-Advancedでは、各基地局のカバーエリアを拡大させるために、基地局と無線
通信端末装置（以下、「端末」と省略する。UE（User Equipment）と呼ばれることもある
）との間に、無線通信中継局装置（以下、「中継局」と省略する）を設置し、基地局と端
末との間の通信を中継局を介して行う、中継（Relay）技術が検討されている。中継（Rel
ay）技術を用いると、基地局と直接通信できない端末も中継局を介して通信することがで
きる。LTE-Advancedにおいて導入されたRelay技術では、Relay用の制御信号はデータ領域
に配置されている。このRelay用の制御信号を拡張して端末用の制御信号に使用される可
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能性があることから、Relay用の制御信号がマッピングされるリソース領域は、R-PDCCHと
も呼ばれる。
【０００６】
　LTE（Long Term Evolution）では、下り回線（DL：Downlink）のデータ割当を指示する
DL grant(DL assignmentとも呼ばれる)、及び、上り回線（UL:UpLink）のデータ割当を指
示するUL grantが、PDCCHによって送信される。DL grantによって、このDL grantが送信
されたサブフレーム内のリソースが端末に対して割り当てられたことが通知される。一方
、UL grantに関しては、FDDシステムでは、UL grantによって、このUL grantが送信され
たサブフレームより４サブフレーム後の対象サブフレーム内のリソースが、端末に対して
割り当てられたことが通知される。また、TDDシステムでは、UL grantによって、このUL 
grantが送信されたサブフレームより４サブフレーム以上後の対象サブフレーム内のリソ
ースが、端末に対して割り当てられたことが通知される。TDDシステムでは、端末に対す
る割当対象サブフレームとして、UL grantが送信されたサブフレームのいくつ後のサブフ
レームが割り当てられるかは、上り回線及び下り回線が時分割されるパターン（以下、「
UL/DLコンフィグレーションパターン」）に応じて定められる。ただし、どのUL/DLコンフ
ィグレーションパターンにおいても、ULサブフレームは、UL grantが送信されたサブフレ
ームの４サブフレーム以上後のサブフレームである。
【０００７】
　LTE-Advancedでは、データ領域に、中継局用の回線制御信号を配置する領域（中継局向
けR-PDCCH（Relay用PDCCH）領域）が設けられる。このR-PDCCHにも、PDCCHと同様に、DL 
grant及びUL grantが配置される。R-PDCCHでは、DL grantが1st slotに配置され、UL gra
ntが2nd slotに配置される（非特許文献１参照）。DL grantを1st slotのみに配置するこ
とで、DL grantの復号遅延が短くなり、中継局はDLデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの送
信(FDDでは、DL grantの受信から４サブフレーム後に送信される)に備えることができる
。このようにして基地局からR-PDCCHを用いて送信された回線制御信号を、中継局は、基
地局からhigher layer signalingによって指示されたリソース領域（つまり、「サーチス
ペース（Search Space）」）内でモニタすることにより、自局宛の回線制御信号を見つけ
る。
【０００８】
　ここで、R-PDCCHに対応するサーチスペースは、higher layer signalingによって、基
地局から中継局に通知される。
【０００９】
　LTE及びLTE-Advancedでは、１RB（Resource Block）は、周波数方向には１２個のサブ
キャリアを有し、時間方向には0.5msecの幅を有する。RBを時間方向で２つ組み合わせた
単位は、RBペア（RB pair）と呼ばれる（例えば、図１参照）。つまり、RBペアは、周波
数方向には１２個のサブキャリアを有し、時間方向には1msecの幅を有する。また、RBペ
アが周波数軸上の１２個のサブキャリアの塊を表す場合、RBペアは、単にRBと呼ばれるこ
とがある。また、物理レイヤでは、RPペアは、PRBペア（Physical RB pair）とも呼ばれ
る。また、１個のサブキャリアと１つのOFDMシンボルとにより規定される単位が、リソー
ス要素（RE:Resource Element）である（図１参照）。
【００１０】
　１RBペアあたりのOFDMシンボル数は、OFDMシンボルのCP（Cyclic Prefix） lengthによ
って変わる。また、１RBペアあたりのePDCCHが配置されるリソース領域のRE数は、OFDMシ
ンボル数及び参照信号（RS：Reference Signal）に使用されるRE数によって異なる。
【００１１】
　使用できるOFDMシンボル数及び参照信号はサブフレーム毎に変化する。従って、１RBペ
アにおいてePDCCHが配置されるリソース領域のRE数が少ないサブフレームでは、ePDCCHの
受信品質が低くなってしまう。
【００１２】
　さらに、PDCCHに使用されるOFDMシンボルの数は、１個から４個のうちで可変である。
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従って、PDCCH領域をePDCCHに用いない設定の場合、PDCCH領域のOFDMシンボル数が多くな
るに従って、ePDCCHに使用できるOFDMシンボル数が減少する。
【００１３】
　また、参照信号に使用されるRE数は、下記に示す参照信号の設定によって異なる（図１
参照）。
【００１４】
　（１）CRS(1,2,4Tx)：
　CRS（Cell specific Reference Signal）は、全RBにおいて送信される。CRSは、MBSFN
サブフレーム以外のサブフレームではデータ領域でも送信されるが、MBSFNサブフレーム
では先頭２OFDMシンボルでのみ送信される。CRSはセルIDによって配置される位置が変わ
る。
【００１５】
　（２）DMRS(12RE、24RE or 16RE)：
　DMRS（Demodulation Reference Signal）の利用は、下り割当制御情報（DL assignment
）によって、基地局から端末へ動的に指示される。設定されるDMRSの数は、ユーザごとに
異ならせることができる。DMRSはデータ領域で送信される。
【００１６】
　（３）CSI-RS(2RE～)：
　CSI-RS（Channel State Information - Reference Signal）は、全RBにおいて送信され
る。送信されるサブフレームはあらかじめ定められている周期によって決まる。
【００１７】
　また、PDCCHおよびR-PDCCHは、アグリゲーションレベルとしてレベル１、２、４、８の
４つのレベルを有する(例えば、非特許文献１参照)。そして、レベル１、２、４、８は、
６、６、２、２種類の「マッピング候補」をそれぞれ有する。ここで、マッピング候補と
は、制御信号がマッピングされる領域の候補であり、複数のマッピング候補によってサー
チスペースが構成される。１つの端末に対して１つのアグリゲーションレベルが設定され
ると、そのアグリゲーションレベルが有する複数のマッピング候補の内の１つに、制御信
号が実際にマッピングされる。図２は、R-PDCCHに対応するサーチスペースの一例を示す
図である。各楕円は、各アグリゲーションレベルのサーチスペースを示している。各アグ
リゲーションレベルの各サーチスペースにおける複数のマッピング候補は、VRB(Virtual 
Resource Block)においては連続的に配置される。そして、VRBにおける各リソース領域候
補は、上位レイヤのシグナリングによって、PRB(Physical Resource Block)にマッピング
される。
【００１８】
　ePDCCHに対応するサーチスペースは、端末個別に設定されることが検討されている。ま
たePDCCHの設計については、上記したR-PDCCHの設計の一部を使うこともできるし、R-PDC
CHの設計と全く異なる設計とすることもできる。実際に、ePDCCHの設計とR-PDCCHの設計
とを異なるものにすることも検討されている。
【００１９】
　上記の通り、R-PDCCH領域では、DL grantは第１スロットにマッピングされ、UL grant
は第２スロットにマッピングされる。すなわち、DL grantがマッピングされるリソースと
、UL grantがマッピングされるリソースとは、時間軸で分割されている。これに対して、
ePDCCHでは、DL grantがマッピングされるリソースとUL grantがマッピングされるリソー
スとが周波数軸(つまり、サブキャリア又はPRBペア)で分割されること、及び、RBペア内
のREを複数のグループに分割することも検討されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【００２０】
【非特許文献１】3GPP TS 36.216 V10.1.0, "Physical layer for relaying operation"
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００２１】
　例えば、ePDCCHでは、各PRBペアを複数のリソースに分割することが検討されている。R
Bペア内で分割されたリソースをCCE(control channel elements)と呼ぶ。PDCCHでは、１
つのCCEを構成するRE数は36REsに固定に設定されているが、ここでは、１つのCCEを構成
するRE数は分割方法によって可変とする。分割方法として、サブキャリア単位で分割する
方法、又は、リソース（RE）のグループを生成して分割する方法が考えられる。
【００２２】
　PRBペア内のRE数、PRBペア内のリソース分割数又は分割方法によっては、PRBペア内の
各CCEのRE数が揃わないことがある。例えば、図３は、複数のPRBペア#A～#DがePDCCHのサ
ーチスペースに設定されており、各PRBペアをサブキャリア単位（３サブキャリア毎）で
４つのCCEに分割した例を示す。図３において、各PRBペアで分割されたCCEのそれぞれを
、CCE#(4N)、CCE#(4N+1)、CCE#(4N+2)、CCE#(4N+3)と呼ぶ（ただし、N＝0,1,2,3）。また
、図３において、先頭の2つのOFDMシンボルはPDCCHに使用され、残りの１２個のOFDMシン
ボルはePDCCHに使用される。また、図３に示すように、ePDCCHに使用されるOFDMシンボル
には、参照信号（CRS又はDMRS）用に使用されるREとして、CRSが２ポート分、DMRSが４ポ
ート分配置されており、ePDCCHに使用されるOFDMシンボルを構成するRE（144REs）のうち
、ePDCCHに使用できるRE数は108REsである。
【００２３】
　図４は、図３に示す各PRBペア内の４つのCCEを構成するREの個数の合計を示す。図４に
示すように、CCE#（4N）では25REsとなり、CCE#（4N+1）では29REsとなり、CCE#（4N+2）
は29REsとなり、CCE#（4N+3）は25REsとなる。つまり、１つのPRBペア内の各CCEを構成す
るREの個数に偏りがある。このため、どのCCEを使用するかによって、ePDCCHの受信特性
に偏りが生じてしまう。特に、端末毎に異なるサーチスペースが設定される場合、RE数が
少ないサーチスペースが設定される端末と、RE数が多いサーチスペースが設定される端末
とが存在すると、ePDCCHの受信特性に関して端末間で不公平となる。
【００２４】
　本発明の目的は、ePDCCHに使用可能なリソースを端末間で均等にして、制御情報の受信
特性の偏りを低減することができる送信装置、送信方法、及び集積回路を提供することで
ある。
【課題を解決するための手段】
【００２５】
　本発明の一態様の送信装置は、複数のサーチスペースをEnhanced PDCCH（EPDCCH）に設
定し、各サーチスペースは制御信号をマッピングするための複数のマッピング候補を含み
、前記EPDCCHは複数のコントロールチャネルエレメント（CCE）が設定されたリソースブ
ロックペア（RBペア）を含み、前記複数のマッピング候補の各々はアグリゲーションレベ
ルと同数のCCEを有し、前記アグリゲーションレベルが１の場合、前記複数のサーチスペ
ースの各々は、第１の個数のリソースエレメント（RE）を含むCCEである第１のマッピン
グ候補と、前記第１の個数とは異なる第２の個数のREを含むCCEである第２のマッピング
候補とを含む、サーチスペース設定部と、前記複数のサーチスペースの各々において、前
記複数のマッピング候補の１つに前記制御信号をマッピングし、前記マッピングされた制
御信号を送信する送信部と、を具備する構成を採る。
【００２６】
　本発明の一態様の送信装置において、前記複数のサーチスペースは、前記制御信号の送
信先である端末装置ごとに設定されたサーチスペースの集合である。
【００２７】
　本発明の一態様の送信方法は、複数のサーチスペースをEnhanced PDCCH（EPDCCH）に設
定し、各サーチスペースは制御信号をマッピングするための複数のマッピング候補を含み
、前記EPDCCHは複数のコントロールチャネルエレメント（CCE）が設定されたリソースブ
ロックペア（RBペア）を含み、前記複数のマッピング候補の各々はアグリゲーションレベ
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ルと同数のCCEを有し、前記アグリゲーションレベルが１の場合、前記複数のサーチスペ
ースの各々は、第１の個数のリソースエレメント（RE）を含むCCEである第１のマッピン
グ候補と、前記第１の個数とは異なる第２の個数のREを含むCCEである第２のマッピング
候補とを含み、前記複数のサーチスペースの各々において、前記複数のマッピング候補の
１つに前記制御信号をマッピングし、前記マッピングされた制御信号を送信する。
【００２８】
　本発明の一態様の集積回路は、複数のサーチスペースをEnhanced PDCCH（EPDCCH）に設
定し、各サーチスペースは制御信号をマッピングするための複数のマッピング候補を含み
、前記EPDCCHは複数のコントロールチャネルエレメント（CCE）が設定されたリソースブ
ロックペア（RBペア）を含み、前記複数のマッピング候補の各々はアグリゲーションレベ
ルと同数のCCEを有し、前記アグリゲーションレベルが１の場合、前記複数のサーチスペ
ースの各々は、第１の個数のリソースエレメント（RE）を含むCCEである第１のマッピン
グ候補と、前記第１の個数とは異なる第２の個数のREを含むCCEである第２のマッピング
候補とを含む、処理と、前記複数のサーチスペースの各々において、前記複数のマッピン
グ候補の１つに前記制御信号をマッピングし、前記マッピングされた制御信号を送信する
処理と、を制御する。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、ePDCCHに使用可能なリソースを端末間で均等にして、制御情報の受信
特性の偏りを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】PRBペアの説明に供する図
【図２】R-PDCCHに対応するサーチスペースの一例を示す図
【図３】CCEのマッピング例を示す図
【図４】各CCEを構成するREの個数を示す図
【図５】本発明の実施の形態１に係る基地局の要部構成を示すブロック図
【図６】本発明の実施の形態１に係る端末の要部構成を示すブロック図
【図７】本発明の実施の形態１に係る基地局の構成を示すブロック図
【図８】本発明の実施の形態１に係る端末の構成を示すブロック図
【図９】本発明の実施の形態１に係るサーチスペース設定例を示す図（設定例１）
【図１０】ePDCCHのlocalized割当及びdistrivuted割当の一例を示す図
【図１１】本発明の実施の形態１に係るサーチスペース設定例を示す図（設定例２）
【図１２】本発明の実施の形態１に係るサーチスペース設定例を示す図（設定例２）
【図１３】本発明の実施の形態１に係るPRBペアの説明に供する図（設定例３）
【図１４】本発明の実施の形態１に係るPRBペアの説明に供する図（設定例４）
【図１５】本発明の実施の形態１に係るCCEを構成するRE数を示す図（設定例４）
【図１６】本発明の実施の形態１に係るサーチスペースの構成例を示す図（設定例４）
【図１７】本発明の実施の形態１に係るサーチスペースの構成例を示す図（設定例４）
【図１８】本発明の実施の形態２に係るサーチスペースの構成例を示す図
【図１９】本発明の実施の形態２に係るサーチスペースの構成例を示す図
【図２０】本発明の実施の形態３に係るCCEのマッピング例を示す図
【図２１】本発明の実施の形態３に係るサーチスペースの構成例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、実施の形態
において、同一の構成要素には同一の符号を付し、その説明は重複するので省略する。
【００３２】
　［実施の形態１］
　［通信システムの概要］
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　本実施の形態に係る通信システムは、送信装置と受信装置とを有する。特に、本実施の
形態では、送信装置を基地局１００とし、受信装置を端末２００として説明する。この通
信システムは、例えば、LTE-Advancedシステムである。そして、基地局１００は、例えば
、LTE-Advancedシステムに対応する基地局であり、端末２００は、例えば、LTE-Advanced
システムに対応する端末である。
【００３３】
　図５は、本実施の形態に係る基地局１００の要部構成を示すブロック図である。
【００３４】
　基地局１００において、サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベルの値
に基づいて、複数の「マッピング候補」によって構成されるサーチスペースを設定する。
各マッピング候補は、アグリゲーションレベルの値と同数のCCE（制御チャネル要素）か
ら構成される。また、CCEは各PRBペア（物理チャネルリソースブロック）が所定数に分け
られることによって得られる。また、各PRBペア内の所定数のCCEにそれぞれ含まれるRE（
リソース要素）の個数は、少なくとも２種類の値を採る。サーチスペース設定部１０２は
、アグリゲーションレベルの値が２以上の各サーチスペースにおいて、複数のマッピング
候補間で、各マッピング候補を構成するCCEに含まれるREの個数の合計の差が最小となる
ように、サーチスペースを設定する。
【００３５】
　送信部１０６は、サーチスペース設定部１０２で設定されたサーチスペースにおいて、
複数のマッピング候補の内の１つにマッピングされた制御情報（DL assignment及びUL gr
ant等）を送信する。
【００３６】
　図６は、本実施の形態に係る端末２００の要部構成を示すブロック図である。
【００３７】
　端末２００においてサーチスペース設定部２０５は、アグリゲーションレベルの値に基
づいて、複数の「マッピング候補」によって構成されるサーチスペースを設定する。各マ
ッピング候補は、アグリゲーションレベルの値と同数のCCE（制御チャネル要素）から構
成される。また、CCEは各PRBペア（物理チャネルリソースブロック）が所定数に分けられ
ることによって得られる。また、各PRBペア内の所定数のCCEにそれぞれ含まれるRE（リソ
ース要素）の個数は、少なくとも２種類の値を採る。サーチスペース設定部２０５は、ア
グリゲーションレベルの値が２以上の各サーチスペースにおいて、複数のマッピング候補
間で、各マッピング候補を構成するCCEに含まれるREの個数の合計の差が最小となるよう
に、サーチスペースを設定する。
【００３８】
　制御信号受信部２０６は、サーチスペース設定部２０５において設定されたサーチスペ
ースを構成する複数のマッピング候補の内の１つにマッピングされた制御情報（制御信号
）を抽出する。これにより、基地局１００から送信された制御情報（DL assignment及びU
L grant等）が受信される。
【００３９】
　［基地局１００の構成］
　図７は、本実施の形態に係る基地局１００の構成を示すブロック図である。図７におい
て、基地局１００は、割当情報生成部１０１と、サーチスペース設定部１０２と、誤り訂
正符号化部１０３と、変調部１０４と、信号割当部１０５と、送信部１０６と、受信部１
０７と、復調部１０８と、誤り訂正復号部１０９とを有する。
【００４０】
　割当情報生成部１０１は、送信すべき下り回線データ信号（DLデータ信号）、及び、上
り回線（UL）に割り当てる上り回線データ信号（ULデータ信号）が有る場合、データ信号
を割り当てるリソース（RB）を決定し、割当情報(DL assignmentおよびUL grant)を生成
する。DL assignmentは、DLデータ信号の割当に関する情報を含む。UL grantは、端末２
００から送信されるULデータ信号の割当リソースに関する情報を含む。DL assignmentは
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信号割当部１０５へ出力され、UL grantは受信部１０７へ出力される。
【００４１】
　サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベルの値に基づいて、複数のマッ
ピング候補によって構成されるサーチスペースを、ePDCCHを使用する端末２００毎に設定
する。各「マッピング候補」はアグリゲーションレベルの値と同数のCCEから構成される
。また、「CCE」は、各PRBペアが所定数に分割されることによって得られる。
【００４２】
　例えば、サーチスペース設定部１０２は、端末２００を識別可能な値と、予め保持して
いる計算式とから、当該端末２００に設定するサーチスペース（サーチスペースに使用さ
れるCCE）を決定する。端末２００を識別可能な値としては、例えば、通信開始時に基地
局１００から端末２００へ通知されるCRNTI（Connection Radio Network Temporary Iden
tifier）が挙げられる。上記計算式は基地局１００と端末２００との間で共有される。
【００４３】
　また、上記計算式では、サーチスペースに設定されたCCEに含まれるRE数が各端末２０
０間で偏らないように、各端末２００に設定されるサーチスペースを構成するCCEが算出
される。具体的には、アグリゲーションレベル１（マッピング候補を構成するCCE数：１
個）では、サーチスペース設定部１０２は、１つの端末２００に対して設定される複数個
のマッピング候補として、RE数が互いに異なるCCEをそれぞれ設定する。また、アグリゲ
ーションレベル２，４，８（マッピング候補を構成するCCE数：２，４，８個）では、サ
ーチスペース設定部１０２は、１つの端末２００に対して設定される複数個のマッピング
候補のうち、少なくとも１つのマッピング候補として、RE数が異なるCCEを含むように設
定する。なお、サーチスペース設定部１０２におけるサーチスペース設定処理の詳細につ
いては後述する。
【００４４】
　サーチスペース設定部１０２は、設定したサーチスペースに関する情報（以下では、「
サーチスペース情報」と呼ばれることがある）を信号割当部１０５へ出力する。また、サ
ーチスペース設定部１０２は、サーチスペースに設定されたPRBペアに関する情報を制御
情報として誤り訂正符号化部１０３へ出力する。
【００４５】
　誤り訂正符号化部１０３は、送信データ信号（DLデータ信号）、及び、サーチスペース
設定部１０２から受け取る制御情報を入力とし、入力された信号を誤り訂正符号化し、変
調部１０４へ出力する。
【００４６】
　変調部１０４は、誤り訂正符号化部１０３から受け取る信号に対して変調処理を施し、
変調後のデータ信号を信号割当部１０５へ出力する。
【００４７】
　信号割当部１０５は、割当情報生成部１０１から受け取る割当情報（DL assignment及
びUL grant）を、サーチスペース設定部１０２から受け取るサーチスペース情報に示され
るCCE（マッピング候補単位のCCE）のうちのいずれかに割り当てる。また、信号割当部１
０５は、変調部１０４から受け取るデータ信号を、割当情報生成部１０１から受け取る割
当情報（DL assignment）に対応する下り回線リソースに割り当てる。
【００４８】
　こうして割当情報及びデータ信号が所定のリソースに割り当てられることにより、送信
信号が形成される。形成された送信信号は、送信部１０６へ出力される。
【００４９】
　送信部１０６は、入力信号に対してアップコンバート等の無線送信処理を施し、アンテ
ナを介して端末２００へ送信する。
【００５０】
　受信部１０７は、端末２００から送信された信号をアンテナを介して受信し、復調部１
０８へ出力する。具体的には、受信部１０７は、割当情報生成部１０１から受け取ったUL
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 grantが示すリソースに対応する信号を受信信号から分離し、分離された信号に対してダ
ウンコンバート等の受信処理を施した後に復調部１０８へ出力する。
【００５１】
　復調部１０８は、入力信号に対して復調処理を施し、得られた信号を誤り訂正復号部１
０９へ出力する。
【００５２】
　誤り訂正復号部１０９は、入力信号を復号し、端末２００からの受信データ信号を得る
。
【００５３】
　［端末２００の構成］
　図８は、本実施の形態に係る端末２００の構成を示すブロック図である。図８において
、端末２００は、受信部２０１と、信号分離部２０２と、復調部２０３と、誤り訂正復号
部２０４と、サーチスペース設定部２０５と、制御信号受信部２０６と、誤り訂正符号化
部２０７と、変調部２０８と、信号割当部２０９と、送信部２１０とを有する。
【００５４】
　受信部２０１は、基地局１００から送信された信号をアンテナを介して受信し、ダウン
コンバート等の受信処理を施した後に信号分離部２０２へ出力する。
【００５５】
　信号分離部２０２は、受信部２０１から受け取る受信信号のうち、リソース割当に関す
る制御信号を抽出し、抽出された信号を制御信号受信部２０６へ出力する。また、信号分
離部２０２は、制御信号受信部２０６から出力されたDL assignmentが示すデータリソー
スに対応する信号（つまり、DLデータ信号）を受信信号から抽出し、抽出された信号を復
調部２０３へ出力する。
【００５６】
　復調部２０３は、信号分離部２０２から出力された信号を復調し、当該復調された信号
を誤り訂正復号部２０４へ出力する。
【００５７】
　誤り訂正復号部２０４は、復調部２０３から出力された復調信号を復号し、得られた受
信データ信号を出力する。誤り訂正復号部２０４は、特に、基地局１００から制御信号と
して送信された、「サーチスペースに設定されたPRBペアに関する情報」をサーチスペー
ス設定部２０５へ出力する。
【００５８】
　サーチスペース設定部２０５は、ePDCCHを使用する自機（端末２００）に設定されたサ
ーチスペースを特定する。例えば、サーチスペース設定部２０５は、まず、誤り訂正復号
部２０４から受け取る情報に基づいて、サーチスペースに設定するPRBペアを決定する。
次いで、サーチスペース設定部２０５は、自機（端末２００）を識別可能な値（例えばCR
NTI）と、予め保持している計算式とから、当該端末２００に設定されたサーチスペース
（サーチスペースに使用されるCCE）を決定する。上記計算式は、基地局１００と端末２
００との間で共有される。すなわち、サーチスペース設定部２０５は、サーチスペース設
定部１０２と同様にして、自機のサーチスペースを設定する。サーチスペース設定部２０
５は、サーチスペースとして設定されたCCEに関する情報を制御信号受信部２０６へ出力
する。なお、サーチスペース設定部２０５におけるサーチスペース設定処理の詳細につい
ては後述する。
【００５９】
　制御信号受信部２０６は、信号分離部２０２から受け取る信号成分において、サーチス
ペース設定部２０５から受け取る情報に示されるCCEに対してブラインド復号を行うこと
により、自機宛の制御信号（DL assignment又はUL grant）を検出する。すなわち、制御
信号受信部２０６は、サーチスペース設定部２０５で設定されたサーチスペースを構成す
る複数のマッピング候補の内の１つにマッピングされた制御信号を受信する。制御信号受
信部２０６は、検出した自機宛のDL assignmentを信号分離部２０２へ出力し、検出した
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自機宛のUL grantを信号割当部２０９へ出力する。
【００６０】
　誤り訂正符号化部２０７は、送信データ信号（ULデータ信号）を入力とし、その送信デ
ータ信号を誤り訂正符号化し、変調部２０８へ出力する。
【００６１】
　変調部２０８は、誤り訂正符号化部２０７から出力された信号を変調し、変調信号を信
号割当部２０９へ出力する。
【００６２】
　信号割当部２０９は、変調部２０８から出力された信号を、制御信号受信部２０６から
受け取るUL grantに従って割り当て、送信部２１０へ出力する。
【００６３】
　送信部２１０は、入力信号に対してアップコンバート等の送信処理を施し、送信する。
【００６４】
　［基地局１００及び端末２００の動作］
　以上の構成を有する基地局１００及び端末２００の動作について説明する。
【００６５】
　以下の説明では、一例として、図３に示すように、ePDCCHとして使用可能なリソースと
して、PRBペア#A～＃Dが設定されている。また、図３に示すように、各PRBペアは４つのC
CEに分割される。具体的には、PRBペア#AはCCE0～CCE3を含み、PRBペア#BはCCE4～CCE7を
含み、PRBペア#CはCCE8～CCE11を含み、PRBペア#DはCCE12～CCE15を含む。
【００６６】
　すなわち、以下の説明では、図４に示すように、各PRBペア内の４つのCCEにそれぞれ含
まれるREの個数は２種類の値（２５個及び２９個）を採る。具体的には、CCE#(4N)（つま
り、CCE0,4,8,12）及びCCE#(4N+3)（つまり、CCE3,7,11,15）にそれぞれ含まれるREの個
数は２５個であり、CCE#(4N+1)（つまり、CCE1,5,9,13）及びCCE#(4N+2)（つまり、CCE2,
6,10,14）にそれぞれ含まれるREの個数は２９個である。ただし、Nは０，１，２，３であ
る。
【００６７】
　また、以下の説明では、アグリゲーションレベル１，２，４，８のそれぞれに対して、
マッピング候補の数を４，４，４，２とする。すなわち、アグリゲーションレベル１では
、CCE0～CCE15の中から４つのCCEがマッピング候補としてそれぞれ設定される。また、ア
グリゲーションレベル２では、CCE0～CCE15の中から２つのCCEを組み合わせたマッピング
候補が４つ設定される。同様に、アグリゲーションレベル４では、CCE0～CCE15の中から
４つのCCEを組み合わせたマッピング候補が４つ設定され、アグリゲーションレベル８で
は、CCE0～CCE15の中から８つのCCEを組み合わせたマッピング候補が２つ設定される。
【００６８】
　なお、アグリゲーションレベル毎のマッピング候補を１つずつ基地局１００から端末２
００へ通知すると、通知のために必要となるビット数が増大してしまう。そこで、プリセ
ットを予め設定することが考えられる。このプリセットは、R-PDCCHでのVRBに相当する。
【００６９】
　＜基地局１００によるサーチスペース設定処理＞
　基地局１００において、サーチスペース設定部１０２は、各端末２００に設定されるサ
ーチスペースを構成するCCEに含まれるRE数が端末２００間で均等になるように、端末２
００毎にサーチスペースを設定する。以下、各アグリゲーションレベル毎のサーチスペー
ス設定方法について説明する。
【００７０】
　（アグリゲーションレベル１）
　サーチスペース設定部１０２は、複数個（ここでは４個）のマッピング候補として、RE
数が異なるCCEをそれぞれ設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、１つ
の端末２００に設定される４個のマッピング候補として、RE数が２５個のCCE（CCE#(4N)
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及びCCE#(4N+3)）及びRE数が２９個のCCE（CCE#(4N+1)及びCCE#(4N+2)）の双方が含まれ
るように、CCE0～CCE15の中からCCEを選択する。
【００７１】
　例えば、サーチスペース設定部１０２は、１つの端末２００に対して、CCE#(4N)、CCE#
(4N+1)、CCE#(4N+2)及びCCE#(4N+3）の４種類のCCEからそれぞれ１つずつCCEを選択して
、アグリゲーションレベル１に対応する４個のマッピング候補をそれぞれ設定する。この
場合、４個のマッピング候補は、２５個、２９個、２９個、２５個のREでそれぞれ構成さ
れる。つまり、サーチスペースにおいて、複数（４個）のマッピング候補をそれぞれ構成
するCCEには、REの個数が互いに異なるCCEが含まれる。
【００７２】
　（アグリゲーションレベル２）
　サーチスペース設定部１０２は、各マッピング候補を構成するCCEに含まれるREの個数
の合計（つまり、２つのCCEのRE数の合計）が各マッピング候補間で均等になるようにサ
ーチスペースを設定する。換言すると、サーチスペース設定部１０２は、サーチスペース
を構成する複数（４個）のマッピング候補間で、各マッピング候補を構成するCCEに含ま
れるREの個数の合計（つまり、２つのCCEのRE数の合計）の差が最小となるように、サー
チスペースを設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、RE数が２５個のCC
E（CCE#(4N)及びCCE#(4N+3)）と、RE数が２９個のCCE（CCE#(4N+1)及びCCE#(4N+2)）とを
それぞれ１つずつ含む２つのCCEを、CCE0～CCE15の中から選択し、１つのマッピング候補
として設定する。
【００７３】
　例えば、サーチスペース設定部１０２は、CCE#(4N)（RE数：２５個）とCCE#(4N+2)（RE
数：２９個）とをペアとして１つのマッピング候補を設定し、CCE#(4N+1)（RE数：２９個
）とCCE#(4N+3）（RE数：２５個）とをペアとして１つのマッピング候補を設定する。こ
の場合、４個のマッピング候補のRE数は、いずれも５４個（＝２９個＋２５個）で構成さ
れる。
【００７４】
　（アグリゲーションレベル４）
　サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベル２の場合と同様、サーチスペ
ースを構成する複数（４個）のマッピング候補間で、各マッピング候補を構成するCCEに
含まれるREの個数の合計（つまり、４つのCCEのRE数の合計）の差が最小となるように、
サーチスペースを設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、RE数が２５個
のCCE（CCE#(4N)及びCCE#(4N+3)）と、RE数が２９個のCCE（CCE#(4N+1)及びCCE#(4N+2)）
とを同数含む４つのCCEを、CCE0～CCE15の中から選択し、１つのマッピング候補として設
定する。
【００７５】
　例えば、サーチスペース設定部１０２は、RE数が25個のCCE#(4N)及びCCE#(4N+3)、及び
、RE数が29個のCCE#(4N+1)及びCCE#(4N+2)をそれぞれ１つずつ含む４つのCCEのペアを、C
CE0～CCE15の中から選択しマッピング候補に設定する。つまり、各マッピング候補は、各
PRBペアを４分割して得られる４種類のCCEをそれぞれ１つずつ含む。この場合、各マッピ
ング候補は、１０８個（＝２５個＋２９個＋２９個＋２５個）のREで構成される。
【００７６】
　（アグリゲーションレベル８）
　サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベル２，４の場合と同様、サーチ
スペースを構成する複数（２個）のマッピング候補間で、各マッピング候補を構成するCC
Eに含まれるREの個数の合計（つまり、８つのCCEのRE数の合計）の差が最小となるように
、サーチスペースを設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、RE数が２５
個のCCE（CCE#(4N)及びCCE#(4N+3)）と、RE数が２９個のCCE（CCE#(4N+1)及びCCE#(4N+2)
）とを同数含む８つのCCEを、CCE0～CCE15の中から選択し、１つのマッピング候補として
設定する。
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【００７７】
　例えば、サーチスペース設定部１０２は、RE数が２５個のCCE#(4N)及びCCE#(4N+3)、及
び、RE数が２９個のCCE#(4N+1)及びCCE#(4N+2)をそれぞれ２つずつ含む８つのCCEを、CCE
0～CCE15の中から選択しマッピング候補に設定する。つまり、各マッピング候補は、各PR
Bペアを４分割して得られる４種類のCCEをそれぞれ２つずつ含む。この場合、各マッピン
グ候補は、２１６個（＝（２５個＋２９個＋２９個＋２５個）×２）のREで構成される。
【００７８】
　以上の処理によって、サーチスペース設定部１０２は、端末２００のサーチスペースを
設定する。なお、サーチスペース設定部１０２は、上記サーチスペース設定を各端末２０
０に対して行う。
【００７９】
　ここで、「端末２００間でのサーチスペース（RE数）の不公平な設定」としては、例え
ば、或る端末２００にはRE数が２５個のCCE（CCE#(4N)及びCCE#(4N+3)）のみでマッピン
グ候補が構成され、他の端末２００にはRE数が２９個のCCE（CCE#(4N+1)及びCCE#(4N+2)
）のみでマッピング候補が構成された場合などが挙げられる。RE数が２５個のCCEのみで
構成されたマッピング候補のみを使用してePDCCH（制御情報）が割り当てられる場合と、
RE数が２９個のCCEのみで構成されたマッピング候補のみを使用してePDCCH（制御情報）
が割り当てられる場合とでは、基地局１００と端末２００との間の回線品質が同一であっ
ても、各端末２００での受信品質に差が生じてしまう。また、特に、アグリゲーションレ
ベル１では、他のアグリゲーションレベルと比較してマッピング候補あたりのRE数が少な
いので、互いに異なるRE数を含むCCEのうち、RE数が少ないCCEのみが１つの端末２００に
偏って設定されることは避けるべきである。
【００８０】
　これに対して、本実施の形態では、各アグリゲーションレベル１，２，４，８において
、端末２００間におけるePDCCHに使用可能なRE数を均等にすることができる。つまり、各
アグリゲーションレベルにおいて、ePDCCHに使用可能なRE数の差が端末２００間で無くな
る。これにより、基地局１００は、各端末２００に対してePDCCHに使用可能なRE数を公平
に設定することができ、端末２００間におけるePDCCHに使用可能なRE数（受信品質の偏り
）の不公平が緩和される。
【００８１】
　さらに、本実施の形態では、アグリゲーションレベル２，４，８のそれぞれにおいて、
マッピング候補間でRE数の差が最小となる（ここでは差が無くなる）ので、ePDCCHに使用
可能なRE数をマッピング候補間で均等にすることができる。つまり、RE数に起因する端末
２００での受信品質の差をマッピング候補間で均等にすることができる。つまり、制御情
報を配置するマッピング候補の選択による、RE数（受信品質の偏り）の不公平が緩和され
る。
【００８２】
　次に、上述したサーチスペース設定処理によるサーチスペースの設定例について説明す
る。以下、サーチスペースの設定例１～４について説明する。
【００８３】
　（設定例１）
　図９は、設定例１におけるサーチスペースの設定例を示す。図９に示すサーチスペース
は、１つの端末２００に対して設定されるサーチスペースであり、当該端末２００以外の
他の端末２００には図９に示すサーチスペースとは異なるサーチスペースが設定される。
【００８４】
　図９に示すように、アグリゲーションレベル１では、CCE0、CCE5、CCE10及びCCE15がそ
れぞれ１つのマッピング候補として設定される。すなわち、アグリゲーションレベル１で
は、CCE#(4N)、CCE#(4N+1)、CCE#(4N+2)及びCCE#(4N+3)がそれぞれ１つずつマッピング候
補として設定される。
【００８５】
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　また、図９に示すように、アグリゲーションレベル２では、CCE1及びCCE3のペア、CCE4
及びCCE14のペア、CCE9及びCCE3のペア、及び、CCE12及びCCE14のペアがそれぞれ１つの
マッピング候補として設定される。すなわち、アグリゲーションレベル２では、CCE#(4N)
及びCCE#(4N+2)のペア、又は、CCE#(4N+1)及びCCE#(4N+3)のペアが１つのマッピング候補
として設定される。
【００８６】
　また、図９に示すように、アグリゲーションレベル４では、CCE2,CCE7,CCE8及びCCE13
の組み合わせ、CCE1,CCE6,CCE11及びCCE12の組み合わせ、CCE0,CCE1,CCE2及びCCE3の組み
合わせ、及び、CCE8,CCE9,CCE10及びCCE11の組み合わせ、がそれぞれ１つのマッピング候
補として設定される。すなわち、アグリゲーションレベル４では、１つのマッピング候補
はCCE#(4N)、CCE#(4N+1)、CCE#(4N+2)及びCCE#(4N+3)をそれぞれ１つずつ含む。
【００８７】
　また、図９に示すように、アグリゲーションレベル８では、CCE1,CCE3,CCE4,CCE6,CCE9
,CCE11,CCE1及びCCE14の組み合わせ、及び、CCE0,CCE1,CCE2,CCE3,CCE4,CCE5,CCE6及びCC
E7の組み合わせ、がそれぞれ１つのマッピング候補として設定される。すなわち、アグリ
ゲーションレベル８では、１つのマッピング候補はCCE#(4N)、CCE#(4N+1)、CCE#(4N+2)及
びCCE#(4N+3)をそれぞれ２つずつ含む。
【００８８】
　（設定例２）
　ePDCCHの割当方法として、ePDCCHを周波数帯域上の互いに近い位置にまとめて割り当て
る「localized割当」と、ePDCCHを周波数帯域上に分散させて割り当てる「distributed割
当」が検討されている（例えば、図１０参照）。localized 割当は、周波数スケジューリ
ングゲインを得るための割当方法であり、回線品質情報に基いて回線品質の良いリソース
にePDCCHを割り当てることができる。distributed割当は、周波数軸上にePDCCHを分散さ
せて周波数ダイバーシチゲインを得ることができる。LTE-Advancedでは、localized割当
用のサーチスペース及びdistributed割当用のサーチスペースの双方を設定することが考
えられる（例えば、図１０参照）。
【００８９】
　そこで、設定例２では、アグリゲーションレベル２（アグリゲーションレベル１）にお
いてlocalized割当用のサーチスペースが設定され、アグリゲーションレベル４においてl
ocalized割当用及びdistributed割当用の双方のサーチスペースが設定され、アグリゲー
ションレベル８においてdistributed割当用のサーチスペースが設定される場合について
説明する。
【００９０】
　図１１は、設定例２におけるサーチスペースの設定例を示す。図１１に示すサーチスペ
ースは、１つの端末２００に対して設定されるサーチスペースであり、当該端末２００以
外の他の端末２００には図１１に示すサーチスペースとは異なるサーチスペースが設定さ
れる。なお、各アグリゲーションレベルにおけるCCE#(4N)、CCE#(4N+1)、CCE#(4N+2)及び
CCE#(4N+3)の組み合わせは配置例１（図９）と同様であるのでここでは説明を省略する。
【００９１】
　図１１に示すように、アグリゲーションレベル２（アグリゲーションレベル１）では、
４つのマッピング候補がlocalized割当となるように設定されている。例えば、図１１に
おいて、１つのマッピング候補を構成するCCE1及びCCE3は、いずれも図３に示すPRBペア
＃Aに含まれる。同様に、図１１において、１つのマッピング候補を構成するCCE4及びCCE
6は、いずれも図３に示すPRBペア＃Bに含まれる。他のマッピング候補についても同様で
ある。つまり、１つのマッピング候補は、同一PRBペア内のCCEのみを含む。
【００９２】
　また、図１１に示すように、アグリゲーションレベル４では、２つのマッピング候補が
distributed割当となるように設定され、残りの２つのマッピング候補がlocalized割当と
なるように設定される。例えば、図１１において、１つのマッピング候補を構成するCCE2
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,CCE7,CCE8及びCCE13は、図３に示すPRBペア＃A～PRBペア＃Dにそれぞれ分散されたCCEで
ある。図１１に示すCCE1,CCE6,CCE11及びCCE12で構成されるマッピング候補についても同
様である。一方、図１１において、１つのマッピング候補を構成するCCE0,CCE1,CCE2及び
CCE3は、図３に示すPRBペア＃Aに含まれるCCEである。図１１に示すCCE8,CCE9,CCE10及び
CCE11で構成されるマッピング候補についても同様である。つまり、４つのマッピング候
補のうち、２つのマッピング候補は同一PRBペアを４分割して得られる４種類のCCE（CCE#
(4N)、CCE#(4N+1)、CCE#(4N+2)及びCCE#(4N+3)）をそれぞれ１つずつ含み、残りの２つの
マッピング候補は異なるPRBペアの上記４種類のCCEをそれぞれ１つずつ含む。
【００９３】
　また、図１１に示すように、アグリゲーションレベル８では、２つのマッピング候補が
distributed割当となるように設定される。例えば、図１１において、１つのマッピング
候補を構成するCCE1,CCE3,CCE4,CCE6,CCE9,CCE11,CCE12及びCCE14は、図３に示すPRBペア
＃A～PRBペア＃Dにそれぞれ分散されたCCEである。図１１に示すCCE0,CCE2,CCE5,CCE7,CC
E8,CCE10,CCE13及びCCE15で構成されるマッピング候補についても同様である。つまり、
１つのマッピング候補は、複数のPRBペア内のCCEを含む。
【００９４】
　ここで、localized割当において、基地局１００が回線品質が良好であるPRBペアをePDC
CHに使用するリソースとして選択しても、当該PRBペア内のCCEにおいてRE数に差があると
、RE数が少ないCCEで構成されるマッピング候補が選択された場合には受信品質が劣化し
、周波数スケジューリングゲインを得にくくなってしまう。
【００９５】
　これに対して、配置例２では、配置例１と同様、マッピング候補間でRE数が均等（RE数
の差が最小）となる。よって、例えば、アグリゲーションレベル２，４において、基地局
１００がlocalized割当に対応するマッピング候補を選択する際、回線品質が良好であるP
RBペア内のいずれのマッピング候補を選択しても、同等の周波数スケジューリング効果を
得ることができる。
【００９６】
　次いで、図１１に示すサーチスペース設定の一般解を図１２に示す。図１２において、
Ｌは端末２００を識別する値であり、例えば、基地局１００から端末２００へ割り当てら
れる、当該端末２００を識別するCRNTIの番号である。Ｌは基地局１００と端末２００と
の間で共有する値である。また、図１２において、関数（X mod 4）は、Xを4で割った際
の余りを示す。
【００９７】
　このように、サーチスペース設定部１０２は、各端末２００にそれぞれ割り当てられた
Ｌの値と図１２に示す計算式とに基づいてCCEを算出することにより、端末２００毎に異
なるサーチスペースを設定する。図１２に示すように、アグリゲーションレベル１の場合
、Ｌの値によって４パターンの組み合わせが存在する。また、例えば、図１２においてL=
0,4,8，…（４の倍数）が設定された端末２００に対して、サーチスペース設定部１０２
が設定するサーチスペースは、図１１と同一となる。
【００９８】
　なお、配置例２においては、localized割当ではCCEが同一PRBペアから選択され、distr
ibuted割当ではCCEが複数のPRBペアから選択されている。しかし、localized割当におい
て選択されるCCEは、同一PRBペアからのみならず、PRB番号の近いPRBペアまたはRBG（RB 
Group）番号の近いRBG内のPRBペアなどに含まれるCCEでもよい。
【００９９】
　（設定例３）
　設定例３では、CSI-RSが配置されるサブフレームについて説明する。
【０１００】
　図１３Ａは、図３と同様、１つのPRBペアをサブキャリア単位で4つのCCE（CCE#(4N)、C
CE#(4N+1)、CCE#(4N+2)、CCE#(4N+3)）に分割した例を示す。ただし、図１３Ａでは、図
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３と同様のCRS及びDMRSが配置されるREに加え、CSI-RSが配置されるREもePDCCHに使用で
きなくなる。つまり、図１３Ａでは、図３と比較して、ePDCCHに使用できるRE数がより少
なくなる。具体的には、ePDCCHに使用されるOFDMシンボルを構成するRE（144REs）のうち
、ePDCCHに使用できるRE数は100REsである。
【０１０１】
　図１３Ｂに示すように、各CCEを構成するRE数は、CCE#（4N）では21REsとなり、CCE#（
4N+1）では29REsとなり、CCE#（4N+2）は25REsとなり、CCE#（4N+3）は25REsとなる。す
なわち、図１３Ｂでは、図４と比較して、CCE#（4N）及びCCE#（4N+2）において、CSI-RS
が配置される分、ePDCCHに使用されるRE数が４REずつ減少している。また、各PRBペア内
の４つのCCEにそれぞれ含まれるREの個数は、図４では２種類の値（25REs及び29REs）を
採るのに対して、図１３Ｂでは３種類の値（21REs,25REs,29REs）を採るので、１つのPRB
ペア内の各CCEを構成するRE数の偏りがさらに顕著である。
【０１０２】
　設定例３において、サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベル２（１つ
のマッピング候補：2CCE）の場合、RE数が最大のCCE及びRE数が最小のCCEのペアからなる
マッピング候補を少なくとも１つ設定する。例えば、サーチスペース設定部１０２は、図
１３Ｂにおいて、RE数が最小である21個のCCE#(4N)と、RE数が最大である29個のCCE#(4N+
1)とをペアとして１つのマッピング候補を設定する。
【０１０３】
　また、サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベル２（１つのマッピング
候補：2CCE）の場合、RE数が最大のCCE及びRE数が最小のCCEのペアとはRE数が異なるCCE
からなるマッピング候補を少なくとも１つ設定する。例えば、サーチスペース設定部１０
２は、図１３Ｂにおいて、RE数が25個のCCE#(4N+2)とCCE#(4N+3)とをペアとして１つのマ
ッピング候補を設定する。
【０１０４】
　こうすることで、CCE#(4N)とCCE#(4N+1)とからなるマッピング候補は、５０個（＝２１
個＋２９個）のREで構成され、CCE#(4N+2)とCCE#(4N+3)とからなるマッピング候補は、５
０個（＝２５個＋２５個）のREで構成される。つまり、マッピング候補間でのRE数の差が
最小となる（ここでは差が無くなる）ので、ePDCCHに使用可能なRE数をマッピング候補間
で均等にすることができる。つまり、RE数に起因する端末２００での受信品質の差をマッ
ピング候補間で均等にすることができる。
【０１０５】
　なお、アグリゲーションレベル１，４，８の場合については、設定例１又は２と同様で
ある。
【０１０６】
　（設定例４）
　配置例４では、２個のREで１つのREG（Resource Element Group）を構成し、M＊2RE（M
は任意の自然数）で１つのCCEを構成する場合について説明する。
【０１０７】
　また、配置例４では、各CCE（ここでは４個のCCE）にそれぞれ属するREGはインタリー
ブされてPRBペアに配置される。
【０１０８】
　例えば、図１４Ａでは、各CCEにそれぞれ属するREG（2RE）は、ePDCCHに使用可能なRE
のうち、最小のOFDMシンボル番号であり最小のサブキャリア番号の位置（図１４Ａでは太
線で囲まれたREG）から、サブキャリア番号の昇順に配置され、当該OFDMシンボル番号で
の全てのサブキャリア番号の位置にREGが配置されると、次のOFDM番号においてサブキャ
リア番号の昇順にREGが配置される。図１４Ａでは、CCE0（CCE#(4N)）、CCE1（CCE#(4N+1
)）、CCE2（CCE#(4N+2)）及びCCE3（CCE#(4N+3)）の順序で、REGが配置されている。上記
REG配置が最大のOFDMシンボル番号（図１４Ａでは１５番目のOFDMシンボル）まで行われ
る。これにより、図１４Ｂに示すように、各CCEを構成するRE数は、CCE#（4N）では28REs
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REsとなる。
【０１０９】
　また、図１４Ａでは、CCE#(4N)、CCE#(4N+1)、CCE#(4N+2)及びCCE#(4N+3)の順にREGが
割り当てられているので、各CCEのRE数に関して次式（１）の関係が成り立つ。
【数１】

【０１１０】
　サーチスペース設定部１０２は、各マッピング候補間でのRE数の合計の差が最小となる
ように、サーチスペースを設定する。特に、サーチスペース設定部１０２は、アグリゲー
ションレベル２の場合、かつ、式（１）の条件を満たす場合、CCE#(4N)とCCE#(4N+3)とを
それぞれ１つずつ含む２つのCCE、及び、CCE#(4N+1)とCCE#(4N+2)とをそれぞれ１つずつ
含む２つのCCEをそれぞれマッピング候補として設定する。こうすることで、図１４Ｂに
示すように、CCE#(4N)とCCE#(4N+3)とからなるマッピング候補、及び、CCE#(4N+1)とCCE#
(4N+2)とからなるマッピング候補をそれぞれ構成するRE数は双方とも、５４個（＝２８個
＋２６個）となり一致する。つまり、マッピング候補間でのRE数の差が最小となる（ここ
では差が無くなる）ので、ePDCCHに使用可能なRE数をマッピング候補間で均等にすること
ができる。つまり、RE数に起因する端末２００での受信品質の差をマッピング候補間で均
等にすることができる。
【０１１１】
　ここで、式（１）の条件を満たす場合、CCE間のRE数の差は最大でも2REである。例えば
、CCE#(4N+3)（つまり、REGの配置順序が最後のCCE）のRE数をＫとすると、各CCEのRE数
は図１５Ａに示すケース１～４の値を採る。図１５Ａに示すように、１つのPRBペア内の
４つのCCEにそれぞれ含まれるREの個数は、２種類の値（（K+2）個及びK個）を採る。例
えば、図１４Ａは、図１５Ａに示すケース３（K=26）に該当する。
【０１１２】
　また、図１５Ｂは、図１５Ａの各ケースにおける、CCE#(4N)とCCE#(4N+3)とをペアとす
るマッピング候補（2CCE）のRE数の合計、及び、CCE#(4N+1)とCCE#(4N+2)とをペアとする
マッピング候補(2CCE)のRE数の合計を示す。図１５Ｂに示すように、上記２種類のマッピ
ング候補間でのRE数の合計の差も最大で2REに収まることが分かる。
【０１１３】
　図１６は、設定例４におけるサーチスペースの設定例を示す。図１６に示すサーチスペ
ースは、１つの端末２００に対して設定されるサーチスペースであり、当該端末２００以
外の他の端末２００には図１６に示すサーチスペースとは異なるサーチスペースが設定さ
れる。なお、アグリゲーションレベル１，４，８の場合については、設定例１，２又は３
と同様であるのでここでは説明を省略する。
【０１１４】
　図１６に示すように、アグリゲーションレベル２では、４つのマッピング候補は、CCE#
(4N)及びCCE#(4N+3)のペア（CCE4とCCE7、CCE8とCCE11）、又は、CCE#(4N+1)及びCCE#(4N
+2)のペア（CCE1とCCE2、CCE13とCCE14）のいずれかで構成される。
【０１１５】
　次いで、図１６に示すサーチスペース設定の一般解を図１７に示す。図１７において、
Ｌは端末２００を識別する値であり、例えば、当該端末２００を識別するCRNTIの番号で
ある。Ｌは基地局１００と端末２００との間で共有する値である。また、図１７において
、関数（X mod 4）は、Xを4で割った際の余りを示す。また、図１７に示すアグリゲーシ
ョンレベル４の一部及びアグリゲーションレベル８のCCEを算出するための式（２）、（
３）及び（４）を以下に示す。
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【数２】

【数３】

【数４】

【０１１６】
　設定例２（図１２）と同様、サーチスペース設定部１０２は、各端末２００にそれぞれ
割り当てられたＬの値と図１７に示す計算式とに基づいてCCEを算出することにより、端
末２００毎に異なるサーチスペースを設定する。例えば、図１７においてL=0,4,8，…（
４の倍数）が設定された端末２００に対して、サーチスペース設定部１０２が設定するサ
ーチスペースは、図１６と同一となる。
【０１１７】
　図１７に示すように、アグリゲーションレベル２では、アグリゲーションレベル１で使
用されていないCCEを含むCCEのペアが選択される。また、図１７において、アグリゲーシ
ョンレベル４の上から２段目に対応するマッピング候補は、アグリゲーションレベル１の
４つのマッピング候補と同一の４つのCCEで構成される。
【０１１８】
　また、アグリゲーションレベル４の上から１段目に対応するマッピング候補（式（２）
）は、アグリゲーションレベル４の上から２段目に対応するマッピング候補に基づいて算
出される。
【０１１９】
　具体的には、アグリゲーションレベル４の上から１段目に対応するマッピング候補の各
CCEは、アグリゲーションレベル４の上から２段目に対応するマッピング候補を構成する
各CCEについて、CCE#(4N)であれば当該CCEと同一PRBペア内のCCE#(4N+3)とし、CCE#(4N+3
)であれば当該CCEと同一PRBペア内のCCE#(4N)とし、CCE#(4N+1)であれば当該CCEと同一PR
Bペア内のCCE#(4N+2)とし、CCE#(4N+2)であれば当該CCEと同一PRBペア内のCCE#(4N+1)と
する。すなわち、式（２）に示す計算式は、上記２段目のマッピング候補のCCEをシフト
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して上記１段目のマッピング候補のCCEを算出する処理を表す。具体的には、式（２）に
おける((L mod 2)*2-1)が上記シフト処理に対応する。((L mod 2)*2-1)は、Lが奇数の場
合「＋１」となり、Lが偶数の場合「－１」となる。
【０１２０】
　以上、サーチスペースの設定例１～４について説明した。
【０１２１】
　＜端末２００によるサーチスペース設定処理＞
　端末２００において、サーチスペース設定部２０５は、サーチスペース設定部１０２と
同様にして、自機に設定されたサーチスペースを設定する。これにより、当該端末２００
宛の制御情報が配置されたリソースの候補が特定される。
【０１２２】
　以上のように、本実施の形態によれば、基地局１００（サーチスペース設定部１０２）
及び端末２００（サーチスペース設定部２０５）は、アグリゲーションレベルの値に基づ
いて、複数のマッピング候補によって構成されるサーチスペースを設定する。各マッピン
グ候補はアグリゲーションレベルの値と同数のCCEから構成され、CCEは各PRBペアが所定
数に分けられることによって得られる。また、各PRBペア内の所定数のCCEにそれぞれ含ま
れるREの個数は、少なくとも２種類の値を採る。この際、基地局１００及び端末２００は
、アグリゲーションレベルの値が２以上の各サーチスペースにおいて、複数のマッピング
候補間で、各マッピング候補を構成するCCEに含まれるREの個数の合計の差が最小となる
ように、サーチスペースを設定する。
【０１２３】
　また、基地局１００及び端末２００は、アグリゲーションレベルの値が１であるサーチ
スペースにおいて、複数のマッピング候補をそれぞれ構成するCCEに、REの個数が互いに
異なるCCEを含めて、当該サーチスペースを設定する。
【０１２４】
　こうすることにより、各PRBペア内で分割されて得られるCCEに含まれるREの個数に偏り
がある場合でも、ePDCCHに使用可能なリソースを端末２００間で均等にして、制御情報の
受信特性の偏りを低減することができる。また、アグリゲーションレベル２以上では、１
つの端末２００に設定された複数のマッピング候補間でもePDCCHに使用可能なリソースを
均等にして、制御情報の受信特性の偏りを低減することができる。
【０１２５】
　なお、本実施の形態において用いたLの値は、CRNTIに限らず、基地局１００と端末２０
０との間で共有している他の識別番号でもよい。また、Lの値として、基地局１００から
端末２００へ新たに通知される識別番号を用いてもよい。また、Lの値として、複数の識
別番号を掛け合わせたものを用いてもよい。例えば、Lの値として、CRNTI番号とセルIDと
を掛け合わせた値を用いてもよい。
【０１２６】
　［実施の形態２］
　本実施の形態は、UL grant及びDL assignmentのサーチスペース設定方法に関する。な
お、本実施の形態に係る基地局及び端末は、実施の形態１に係る基地局１００及び端末２
００と基本構成が共通するので、図７，８を援用して説明する。
【０１２７】
　また、本実施の形態では、一例として、各PRBペアを４つのCCEに分割する場合について
説明する。
【０１２８】
　アグリゲーションレベル１，２のlocalized割当では、回線品質が良好であるPRBペアで
制御信号（UL grant及びDL assignment）を送信したいので、UL grant及びDL assignment
を回線品質が良好である同一のPRBペアに割り当てたいという要求がある。
【０１２９】
　そこで、本実施の形態では、基地局１００において、サーチスペース設定部１０２は、
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同一アグリゲーションレベルにおいて、UL grant用のサーチスペース及びDL assignment
用のサーチスペースをそれぞれ設定する。また、サーチスペース設定部１０２は、衝突（
ブロッキング）確率低下の観点から、互いに異なるCCEからなるマッピング候補によって
、UL grant用のサーチスペース及びDL assignment用のサーチスペースをそれぞれ設定す
る。さらに、サーチスペース設定部１０２は、所定の分割数（ここでは４）よりも値が小
さいアグリゲーションレベル１，２において、同一PRBペア内の互いに異なるCCEからなる
マッピング候補によって、UL grant用のサーチスペース及びDL assignment用のサーチス
ペースをそれぞれ設定する。
【０１３０】
　また、UL grant及びDL assignmentに対するサーチスペースとしてそれぞれ異なるアグ
リゲーションレベルが使用される可能性がある。
【０１３１】
　ここで、UL grant及びDL assignmentは、ePDCCHにおいて、下り制御情報であるDCI（Do
wnlink Control Information）で通知される。このDCIには複数のフォーマットがある。
特に、UL grant に対してDCI format 0が使用され、DL assignmentに対して送信モード（
transmission mode）に依存したDCI formatのうちMIMO送信をサポートしているDCI forma
t 2/DCI format 2A/DCI format 2B/DCI format 2C等が使用される場合が考えられる。DCI
 format 2/DCI format 2A/DCI format 2B/DCI format 2Cの方がDCI format 0よりもforma
tサイズ（ビット数）が大きい。よって、DL assignmentには、UL grantよりもアグリゲー
ションレベルの値が大きいサーチスペースが選択されやすくなる。例えば、UL grantに対
してDCI format 0（ビット数：43ビット）が使用され、DL assignmentに対してDCI forma
t 2C又はDCI format 2B（ビット数：58ビット又は57ビット）が使用される場合、UL gran
tに対してアグリゲーションレベル１のサーチスペースが設定され、DL assignmentに対し
てアグリゲーションレベル２のサーチスペースが設定される。
【０１３２】
　そこで、本実施の形態では、基地局１００において、サーチスペース設定部１０２は、
アグリゲーションレベル２のDL assignment用のサーチスペースと、アグリゲーションレ
ベル１（DL assignment用のサーチスペースのアグリゲーションレベルに隣接するアグリ
ゲーションレベル）のUL grant用のサーチスペースとを同一PRBペア内に設定する。この
際、同一PRBペアに設定される各サーチスペースは、衝突（ブロッキング）確率低下の観
点から、当該PRBペア内の互いに異なるCCEにより構成される。
【０１３３】
　以下、本実施の形態におけるサーチスペース設定例について説明する。
【０１３４】
　（アグリゲーションレベル１，２）
　図１８は、本実施の形態におけるアグリゲーションレベル１，２のサーチスペースの設
定例を示す。図１８において、PRBペアとCCEとの関係は図３と同一である。
【０１３５】
　図１８に示すように、アグリゲーションレベル１のDL assignment用サーチスペースで
は、CCE2、CCE7、CCE8及びCCE13がそれぞれ１つのマッピング候補として設定される。ま
た、図１８に示すように、アグリゲーションレベル１のUL grant用サーチスペースでは、
CCE0、CCE5、CCE10及びCCE15がそれぞれ１つのマッピング候補として設定される。
【０１３６】
　図１８に示すように、アグリゲーションレベル２のDL assignment用サーチスペースで
は、CCE1及びCCE3のペア、CCE4及びCCE6のペア、CCE9及びCCE11のペア、及び、CCE12及び
CCE14のペアがそれぞれ１つのマッピング候補として設定される。また、図１８に示すよ
うに、アグリゲーションレベル２のUL grant用サーチスペースでは、CCE0及びCCE2のペア
、CCE5及びCCE7のペア、CCE8及びCCE10のペア、及び、CCE13及びCCE15のペアがそれぞれ
１つのマッピング候補として設定される。
【０１３７】
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　ここで、図１８に示すアグリゲーションレベル２のサーチスペースについて着目する（
実線の楕円で囲んだ部分）。
【０１３８】
　図１８では、図３に示すPRBペア#A（CCE0～CCE3）内において、CCE1及びCCE3がDL assi
gnment用のマッピング候補であるのに対して、残りのCCE0及びCCE2がUL grant用のマッピ
ング候補である。同様に、図１８では、図３に示すPRBペア#B（CCE4～CCE7）内において
、CCE4及びCCE6がDL assignment用のマッピング候補であるのに対して、残りのCCE5及びC
CE7がUL grant用のマッピング候補である。PRBペア＃C,Dについても同様である。
【０１３９】
　なお、アグリゲーションレベル１のサーチスペースについても同様である。すなわち、
図１８では、図３に示すPRBペア#A（CCE0～CCE3）内において、CCE2がDL assignment用の
マッピング候補であるのに対して、他のCCE0がUL grant用のマッピング候補である。同様
に、図１８では、図３に示すPRBペア#B（CCE4～CCE7）内において、CCE7がDL assignment
用のマッピング候補であるのに対して、他のCCE5がUL grant用のマッピング候補である。
PRBペア＃C,Dについても同様である。
【０１４０】
　つまり、アグリゲーションレベル１，２のそれぞれにおいて、DL assignment用サーチ
スペース及びUL grant用サーチスペースは、同一PRBペア内の互いに異なるCCEからなるマ
ッピング候補でそれぞれ構成される。これにより、例えば、アグリゲーションレベル２で
は、PRBペア#Aの回線品質が良好であると判定された場合には、基地局１００は、DL assi
gnmentをCCE1及びCCE3に配置し、UL grantをCCE0及びCCE2に配置することで、UL grant及
びDL assignmentをPRBペア#Aで同時に送信することができる。
【０１４１】
　次いで、図１８に示すアグリゲーションレベル１のUL grantのサーチスペース、及び、
アグリゲーションレベル２のDL assignmentのサーチスペースについて着目する（破線の
楕円で囲んだ部分）。
【０１４２】
　図１８では、図３に示すPRBペア#A（CCE0～CCE3）内において、CCE1及びCCE3がDL assi
gnment用のマッピング候補であるのに対して、他のCCE0がUL grant用のマッピング候補で
ある。同様に、図１８では、図３に示すPRBペア#B（CCE4～CCE7）内において、CCE4及びC
CE6がDL assignment用のマッピング候補であるのに対して、他のCCE5がUL grant用のマッ
ピング候補である。PRBペア＃C,Dについても同様である。
【０１４３】
　つまり、アグリゲーションレベル２のDL assignment用サーチスペース及びアグリゲー
ションレベル１のUL grant用サーチスペースは、同一PRBペア内の互いに異なるCCEからな
るマッピング候補でそれぞれ構成される。これにより、例えば、PRBペア#Aの回線品質が
良好であると判定された場合には、基地局１００は、DL assignmentをCCE1及びCCE3に配
置し、UL grantをCCE0に配置することで、UL grant及びDL assignmentをPRBペア#Aで同時
に送信することができる。
【０１４４】
　このように、サーチスペース設定部１０２は、各アグリゲーションレベルにおいて、UL
 grant用サーチスペースと、DL assignment用サーチスペースとを設定する。また、サー
チスペース設定部１０２は、同一PRBペア内の互いに異なるCCEを選択して、UL grant用サ
ーチスペースのマッピング候補及びDL assignment用サーチスペースのマッピング候補を
それぞれ設定する。
【０１４５】
　こうすることで、基地局１００は、UL grant及びDL assignmentを、同一PRBペア内のマ
ッピング候補に配置することができる。つまり、基地局１００は、UL grant及びDL assig
nmentを同一PRBペアで同時に送信することができる。
【０１４６】
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　更に、サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベル１のUL grant用サーチ
スペースと、アグリゲーションレベル２のDL assignment用サーチスペースとを同一PRBペ
ア内に設定する。また、サーチスペース設定部１０２は、同一PRBペア内の互いに異なるC
CEを選択して、UL grant用サーチスペースのマッピング候補及びDL assignment用サーチ
スペースのマッピング候補をそれぞれ設定する。
【０１４７】
　こうすることで、基地局１００は、localized割当においてUL grant及びDL assignment
のアグリゲーションレベルが異なる場合でも、UL grant及びDL assignmentを同一PRBペア
内のマッピング候補に配置することができる。
【０１４８】
　（アグリゲーションレベル４，８）
　次いで、図１９は、本実施の形態におけるアグリゲーションレベル４，８のサーチスペ
ースの設定例を示す。図１９において、PRBペアとCCEとの関係は図３と同一である。
【０１４９】
　図１９に示すように、アグリゲーションレベル４のDL assignment用サーチスペースで
は、CCE0、CCE5、CCE10及びCCE15の組み合わせ、CCE3、CCE4、CCE9及びCCE14の組み合わ
せ、CCE4、CCE5、CCE6及びCCE7の組み合わせ、及び、CCE12、CCE13、CCE14及びCCE15の組
み合わせ、がそれぞれ１つのマッピング候補として設定される。また、図１９に示すよう
に、アグリゲーションレベル４のUL grant用サーチスペースは、CCE2、CCE7、CCE8及びCC
E13の組み合わせ、CCE1、CCE6、CCE11及びCCE12の組み合わせ、CCE0、CCE1、CCE2及びCCE
3の組み合わせ、及び、CCE8、CCE9、CCE10及びCCE11の組み合わせ、がそれぞれ１つのマ
ッピング候補として設定される。
【０１５０】
　また、図１９に示すように、アグリゲーションレベル８のDL assignment用／UL grant
用サーチスペースでは、CCE1、CCE3、CCE4、CCE6、CCE9、CCE11、CCE12及びCCE14の組み
合わせ、及び、CCE0、CCE2、CCE5、CCE7、CCE8、CCE10、CCE13及びCCE15の組み合わせ、
がそれぞれ１つのマッピング候補として設定される。
【０１５１】
　図１９に示すように、distributed割当においても、DL assignmentとUL grantとの衝突
（ブロッキング）を回避するために、各アグリゲーションレベルでは、DL assignment及
びUL grantに対して異なるCCEで構成されるサーチスペースが設定される。
【０１５２】
　例えば、図１９に示すアグリゲーションレベル４のdistributed割当では、DL assignme
nt用のサーチスペースに用いられるCCEが（CCE0,CCE5,CCE10,CCE15）及び（CCE3,CCE4,CC
E9,CCE14）であるのに対して、UL grant用のサーチスペースに用いられるCCEは、残りの
（CCE2,CCE7,CCE8,CCE13）及び（CCE1,CCE6,CCE11,CCE12）である。また、図１９に示す
アグリゲーションレベル８（distributed割当のみ）では、DL assignment用のサーチスペ
ースとUL grant用のサーチスペースとが同一であるが、２つのマッピング候補を構成する
CCEは互いに異なる。
【０１５３】
　これにより、基地局１００は、DL assignmentとUL grantとを同時に割り当てることが
できる。
【０１５４】
　また、図１９に示すアグリゲーションレベル４のUL grant用サーチスペースと、アグリ
ゲーションレベル８のサーチスペースとの間でも、基地局１００がDL assignmentとUL gr
antとを同時に割り当てることができる組み合わせが存在する。
【０１５５】
　具体的には、図１９に示すアグリゲーションレベル４のUL grant用のマッピング候補（
CCE2,CCE7,CCE8,CCE13）と、アグリゲーションレベル８のマッピング候補（CCE1,CCE3,CC
E4,CCE6,CCE9,CCE11,CCE12,CCE14）とは互いに異なるCCEで構成される。よって、基地局
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１００は、これらのマッピング候補にDL assignmentとUL grantとを同時に割り当てるこ
とができる。図１９に示すアグリゲーションレベル４のUL grant用のマッピング候補（CC
E1,CCE6,CCE11,CCE12）と、アグリゲーションレベル８のマッピング候補（CCE0,CCE2,CCE
5,CCE7,CCE8,CCE10,CCE13,CCE15）についても同様である。
【０１５６】
　また、図１９に示すアグリゲーションレベル４のlocalized割当では、DL assignment用
のサーチスペースに用いられるCCEが（CCE4,CCE5,CCE6,CCE7）及び（CCE12,CCE13,CCE14,
CCE15）であるのに対して、UL grant用のサーチスペースに用いられるCCEは、残りの（CC
E0,CCE1,CCE2,CCE3）及び（CCE8,CCE9,CCE10,CCE11）である。つまり、各マッピング候補
はそれぞれ互いに異なるPRBペアに配置されているものの、DL assignment用のマッピング
候補とUL grant用のマッピング候補とは隣接するPRBペアに配置されている。これにより
、基地局１００は、DL assignmentとUL grantとを隣接するPRBペアを用いて同時に割り当
てることができる。
【０１５７】
　なお、端末２００においても、サーチスペース設定部２０５は、基地局１００のサーチ
スペース設定部１０２と同様の処理を行う。
【０１５８】
　以上のように本実施の形態によれば、基地局１００は、各PRBペアの回線品質に応じて
、UL grantとDL assignmentとを同一PRBペアで同時に送信することができるので、周波数
スケジューリングゲインを得ることができる。また、本実施の形態によれば、実施の形態
１と同様、各PRBペア内で分割されて得られるCCEに含まれるREの個数に偏りがある場合で
も、ePDCCHに使用可能なリソースを端末２００間で均等にして、制御情報の受信特性の偏
りを低減することができる。
【０１５９】
　なお、DCI format 0（UL grant用）とDCI format1A（DL grant用）とは同一サイズであ
り、同時にブラインド復号することができる。そこで、本実施の形態において、基地局１
００は、UL grant用のサーチスペースとして、DCI format 4/DCI format 0/DCI format 1
A用のサーチスペースを設定し、DL grant用のサーチスペースとして、送信モードによっ
て決まるDL用のDCI format用のサーチスペースを設定してもよい。DCI format 1Aは、送
信モードによって決まるDL用のDCI format等のビット数の多いDCI formatを用いて通信で
きない場合などに使われるため、DCI format 1Aの使用頻度は低い。したがって、DCI for
mat 1Aのサーチスペースは、UL grant（DCI format 0）と同一のサーチスペースに設定さ
れ、同一PRBペアでUL grantとDL assignmentとを同時に送信できなくてもさほど問題では
ない。また、DCI format 4は、ULの送信モードによって使用するか否かが変わるので、端
末２００は、使用する場合のみブラインド復号してもよい。
【０１６０】
　また、本実施の形態において、CCEのRE数がDL用のDCI formatの信号を送信するには小
さすぎる場合、例えば、図１８に示すDL assignment用のアグリゲーションレベル１のサ
ーチスペース（マッピング候補群）が設定されないことも考えられる。
【０１６１】
　［実施の形態３］
　実施の形態１及び２では各PRBペアを４つのCCEに分割する場合について説明したのに対
し、本実施の形態は、各PRBペアを３つのCCEに分割する場合について説明する。なお、本
実施の形態に係る基地局及び端末は、実施の形態１及び実施の形態２に係る基地局１００
及び端末２００と基本構成が共通するので、図７，８を援用して説明する。
【０１６２】
　基地局１００のサーチスペース設定部１０２は、実施の形態１，２と同様、各端末２０
０に設定されるサーチスペースを構成するCCEにおけるRE数が端末２００間で均等になる
ように、サーチスペースを設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、アグ
リゲーションレベル１，２，４，８に対応するサーチスペースを以下のように設定する。
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【０１６３】
　以下の説明では、一例として、図２０Ａに示すように、ePDCCHに使用可能なリソースと
して、PRBペア#A～＃Fが設定されている。また、図２０Ａに示すように、各PRBペアは３
つのCCEに分割される。具体的には、PRBペア#AはCCE0～CCE2を含み、PRBペア#BはCCE3～C
CE5を含み、PRBペア#CはCCE6～CCE8を含み、PRBペア#DはCCE9～CCE11を含み、PRBペア#E
はCCE12～CCE14を含み、PRBペア#FはCCE15～CCE17を含む。
【０１６４】
　また、図２０Ｂに示すように、各PRBペア内の３つのCCEにそれぞれ含まれるREの個数は
２種類の値（３７個及び３４個）を採る。具体的には、CCE#(3N)（つまり、CCE0,3,6,9,1
2,15）及びCCE#(3N+1)（つまり、CCE1,4,7,10,13,16）にそれぞれ含まれるREの個数は３
７個であり、CCE#(3N+2)（つまり、CCE2,5,8,11,14,17）に含まれるREの個数は３４個で
ある。ただし、Nは０，１，２，３，４，５である。
【０１６５】
　また、以下の説明では、アグリゲーションレベル１，２，４，８のそれぞれに対して、
マッピング候補の数を６，６，２，２とする。すなわち、アグリゲーションレベル１では
、CCE0～CCE17の中から６つのCCEがマッピング候補としてそれぞれ設定される。また、ア
グリゲーションレベル２では、CCE0～CCE17の中から２つのCCEを組み合わせたマッピング
候補が６つ設定される。同様に、アグリゲーションレベル４では、CCE0～CCE17の中から
４つのCCEを組み合わせたマッピング候補が２つ設定され、アグリゲーションレベル８で
は、CCE0～CCE17の中から８つのCCEを組み合わせたマッピング候補が２つ設定される。
【０１６６】
　図２１は、本実施の形態におけるサーチスペースの設定例を示す。図２１に示すサーチ
スペースは、１つの端末２００に対して設定されるサーチスペースであり、当該端末２０
０以外の他の端末２００には図２１に示すサーチスペースとは異なるサーチスペースが設
定される。
【０１６７】
　（アグリゲーションレベル１）
　サーチスペース設定部１０２は、複数個（ここでは６個）のマッピング候補として、RE
数が異なるCCEをそれぞれ設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、１つ
の端末２００に設定される６個のマッピング候補として、RE数が３７個のCCE（CCE#(3N)
及びCCE#(3N+1)）及びRE数が３４個のCCE（CCE#(3N+2)）の双方が含まれるように、CCE0
～CCE17の中からCCEを選択する。
【０１６８】
　例えば、サーチスペース設定部１０２は、１つの端末２００に対して、CCE#(3N)、CCE#
(3N+1)及びCCE#(3N+2)の３種類のCCEからそれぞれ２つずつCCEを選択して、アグリゲーシ
ョンレベル１に対応する６個のマッピング候補をそれぞれ設定する。図２１では、CCE0,C
CE9（CCE#(3N)）、CCE4,CCE13（CCE#(3N+1)）、及び、CCE８，CCE17（CCE#(3N+2)）のそ
れぞれが１つのマッピング候補として設定される。
【０１６９】
　この場合、６個のマッピング候補は、３７個、３７個、３４個、３７個、３７個、３４
個のREでそれぞれ構成される。つまり、サーチスペースにおいて、複数（６個）のマッピ
ング候補をそれぞれ構成するCCEには、REの個数が互いに異なるCCEが含まれる。
【０１７０】
　（アグリゲーションレベル２）
　サーチスペース設定部１０２は、各マッピング候補を構成するCCEに含まれるREの個数
の合計（つまり、２つのCCEのRE数の合計）が各マッピング候補間で均等になるようにサ
ーチスペースを設定する。換言すると、サーチスペース設定部１０２は、サーチスペース
を構成する複数（６個）のマッピング候補間で、各マッピング候補を構成するCCEに含ま
れるREの個数の合計（つまり、２つのCCEのRE数の合計）の差が最小となるように、サー
チスペースを設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、CCE#(3N)及びCCE#
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(3N+1)のペア、CCE#(3N+1)及びCCE#(3N+2)のペア、及び、CCE#(3N+2)及びCCE#(3N)のペア
を、CCE0～CCE17の中からそれぞれ２つずつ選択し、６個のマッピング候補として設定す
る。
【０１７１】
　図２１では、CCE6及びCCE7のペアとCCE15及びCCE16のペア（CCE#(3N)及びCCE#(3N+1)の
ペア）、CCE1及びCCE2のペアとCCE10及びCCE14のペア（CCE#(3N+1)及びCCE#(3N+2)のペア
）、及び、CCE5及びCCE3のペアとCCE14及びCCE12のペア（CCE#(3N+2)及びCCE#(3N)のペア
）のそれぞれが１つのマッピング候補として設定される。
【０１７２】
　上記３種類の各ペアで構成されるマッピング候補のRE数は、７４個（３７個＋３７個）
、７１個（＝３７個＋３４個）、７１個（＝３４個＋３７個）で構成される。
【０１７３】
　（アグリゲーションレベル４）
　サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベル２の場合と同様、サーチスペ
ースを構成する複数（２個）のマッピング候補間で、各マッピング候補を構成するCCEに
含まれるREの個数の合計（つまり、４つのCCEのRE数の合計）の差が最小となるように、
サーチスペースを設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、CCE#(3N)、CC
E#(3N+1)、CCE#(3N+2)のそれぞれが少なくとも１つ含まれるように、４つのCCEを、CCE0
～CCE17の中から選択し、１つのマッピング候補として設定する。
【０１７４】
　例えば、サーチスペース設定部１０２は、２つのCCE#(3N)と１つのCCE#(3N+1)と１つの
CCE#(3N+2)とを含むマッピング候補（RE数：145個）、１つのCCE#(3N)と２つのCCE#(3N+1
)と１つのCCE#(3N+2)とを含むマッピング候補（RE数：145個）、又は、１つのCCE#(3N)と
１つのCCE#(3N+1)と２つのCCE#(3N+2)とを含むマッピング候補（RE数：142個）のうちい
ずれか２つのマッピング候補を設定する。
【０１７５】
　図２１では、CCE0,CCE12,CCE7及びCCE2の組み合わせ（２つのCCE#(3N)、１つのCCE#(3N
+1)、１つのCCE#(3N+2)）、及び、CCE6,CCE1,CCE13及びCCE8の組み合わせ（１つのCCE#(3
N)、２つのCCE#(3N+1)、１つのCCE#(3N+2)）がそれぞれ１つのマッピング候補として設定
される。
【０１７６】
　（アグリゲーションレベル８）
　サーチスペース設定部１０２は、アグリゲーションレベル２，４の場合と同様、サーチ
スペースを構成する複数（２個）のマッピング候補間で、各マッピング候補を構成するCC
Eに含まれるREの個数の合計（つまり、８つのCCEのRE数の合計）の差が最小となるように
、サーチスペースを設定する。具体的には、サーチスペース設定部１０２は、CCE#(3N)、
CCE#(3N+1)、CCE#(3N+2)のそれぞれが少なくとも１つ含まれるように、８個のCCEを、CCE
0～CCE17の中から選択し、１つのマッピング候補として設定する。
【０１７７】
　例えば、サーチスペース設定部１０２は、３つのCCE#(3N)と３つのCCE#(3N+1)と２つの
CCE#(3N+2)とを含むマッピング候補（RE数：290個）、３つのCCE#(3N)と２つのCCE#(3N+1
)と３つのCCE#(3N+2)とを含むマッピング候補（RE数：287個）、又は、２つのCCE#(3N)と
３つのCCE#(3N+1)と３つのCCE#(3N+2)とを含むマッピング候補（RE数：287個）のうちい
ずれか２つのマッピング候補を設定する。
【０１７８】
　図２１では、CCE0,CCE3,CCE12,CCE4,CCE7,CCE16,CCE2及びCCE11の組み合わせ（３つのC
CE#(3N)、３つのCCE#(3N+1)、２つのCCE#(3N+2)）、及び、CCE6,CCE9,CCE1,CCE10,CCE13,
CCE5及びCCE8の組み合わせ（２つのCCE#(3N)、３つのCCE#(3N+1)、３つのCCE#(3N+2)）が
それぞれ１つのマッピング候補として設定される。
【０１７９】



(26) JP 6020837 B2 2016.11.2

10

20

30

40

50

　以上の処理によって、サーチスペース設定部１０２は、端末２００のサーチスペースを
設定する。なお、サーチスペース設定部１０２は、上記サーチスペース設定を各端末２０
０に対して行う。
【０１８０】
　これにより、本実施の形態では、実施の形態１，２と同様、各アグリゲーションレベル
１，２，４，８において、端末２００間におけるePDCCHに使用可能なRE数を均等にするこ
とができる。つまり、各アグリゲーションレベルにおいて、ePDCCHに使用可能なRE数の差
が端末２００間で無くなる。これにより、基地局１００は、各端末２００に対してePDCCH
に使用可能なRE数を公平に設定することができ、端末２００間におけるePDCCHに使用可能
なRE数（受信品質の偏り）の不公平が緩和される。
【０１８１】
　さらに、本実施の形態では、実施の形態１，２と同様、アグリゲーションレベル２，４
，８のそれぞれにおいて、マッピング候補間でRE数の差が最小となるので、ePDCCHに使用
可能なRE数をマッピング候補間で均等にすることができる。つまり、RE数に起因する端末
２００での受信品質の差をマッピング候補間で均等にすることができる。つまり、制御情
報を配置するマッピング候補の選択による、RE数（受信品質の偏り）の不公平が緩和され
る。
【０１８２】
　また、図２１では、アグリゲーションレベル１，２ではそれぞれ６個のマッピング候補
がlocalized割当に従って設定されており、アグリゲーションレベル４，８ではそれぞれ
２個のマッピング候補がdistributed割当に従って設定されている。なお、localized割当
では、１つのマッピング候補が同一PRBペア内のCCEから構成され、distributed割当では
、１つのマッピング候補が複数のPRBペアのCCEから構成される。
【０１８３】
　また、図２１では、実施の形態２（図１８参照）と同様、アグリゲーションレベル１，
２（実線の楕円で囲まれた部分）において、UL grantとDL assignmentとを同一PRBペア（
例えば回線品質が良好なPRBペア）に割り当てられるようにマッピング候補が設定されて
いる。すなわち、サーチスペース設定部１０２は、同一PRBペア内の互いに異なるCCEを選
択して、アグリゲーションレベル１，２のマッピング候補をそれぞれ設定する。これによ
り、基地局１００は、アグリゲーションレベルが互いに異なるUL grant及びDL assignmen
tを、同一PRBペア内のマッピング候補に配置することができる。つまり、基地局１００は
、UL grant及びDL assignmentを同一PRBペアで同時に送信することができる。
【０１８４】
　なお、端末２００のサーチスペース設定部２０５は、サーチスペース設定部１０２と同
様の動作をする。
【０１８５】
　以上のように本実施の形態によれば、１つのPRBペアを３つのCCEに分割する場合でも、
実施の形態１及び２（PRBペアを４つのCCEに分割する場合）と同様、ePDCCHに使用可能な
リソースを端末２００間で均等にして、制御情報の受信特性の偏りを低減することができ
る。また、本実施の形態によれば、実施の形態１及び２と同様、アグリゲーションレベル
２以上では、１つの端末２００に設定された複数のマッピング候補間でもePDCCHに使用可
能なリソースを均等にして、制御情報の受信特性の偏りを低減することができる。
【０１８６】
　なお、本実施の形態において、アグリゲーションレベル２では、CCE#（3N）とCCE#（3N
+1）とのペア、CCE#（3N+1）とCCE#（3N+2）とのペア、及び、CCE#（3N+2）とCCE#（3N）
とのペアの３種類のペアが２つずつ含まれるようにマッピング候補を設定した。しかし、
本実施の形態では、アグリゲーションレベル２において、CCE#（3N+1）とCCE#（3N+2）と
のペア、及び、CCE#（3N+2）とCCE#（3N）とのペアのみを使用してもよい。換言すると、
アグリゲーションレベル２において、RE数が最大のCCE（CCE#（3N）又はCCE#（3N+1））
と、RE数が最小のCCE（CCE#（3N+2））とのペアのみを使用してもよい。このようにする
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と、いずれのペアのRE数も71個となり、マッピング候補間でのRE数が同一となる。
【０１８７】
　また、本実施の形態において、図２０Ｂのように、各PRBペアを構成する３つのCCEのう
ち、１つのCCE（図２０ＢではCCE#(3N+2)）のサイズのみが異なる場合、そのCCEを含むペ
アのみをアグリゲーションレベル２のマッピング候補としてもよい。こうすることで、マ
ッピング候補間でのRE数を同一にすることも可能である。図２０Ｂの場合、CCE#（3N+1）
とCCE#（3N+2）とのペア、及び、CCE#（3N+2）とCCE#（3N）のみをアグリゲーションレベ
ル２のマッピング候補とすればよい。
【０１８８】
　以上、本発明の各実施の形態について説明した。
【０１８９】
　［他の実施の形態］
　［１］上記各実施の形態においては、アグリゲーションレベル１，２，４，８のサーチ
スペースが、（４個，４個，４個，２個）又は（６個，６個，２個，２個）の「マッピン
グ候補」をそれぞれ有しているものとして説明した。しかし、アグリゲーションレベルの
値、及び、各アグリゲーションレベルにおけるマッピング候補の数は、これらの値に限定
されるものではない。
【０１９０】
　［２］上記各実施の形態においては、PRBペアが周波数軸方向で分割（FDM：Frequency 
Division Multiplexing）されることを前提に説明を行ったが、分割方向はこれに限定さ
れるものでははい。すなわち、PRBペアは、コード軸方向（CDM：Code Division Multiple
xing）又は時間軸方向（TDM：Time Division Multiplexing）で分割されてもよい。
【０１９１】
　［３］上記各実施の形態においては、CCEをPRBペアの分割単位として説明を行ったが、
CCEを更に分割したものをPRBペアの分割単位としてもよい。この場合、各CCEを構成する
上記分割単位に対して、上記各実施の形態を適用することができる。例えば、CCEを生成
する際に、RE数の異なる上記分割単位を組み合わせて１つのCCEを生成することで、生成
されるCCE間でのRE数のばらつきを抑えることができる。
【０１９２】
　［４］上記各実施の形態では、本発明をハードウェアで構成する場合を例にとって説明
したが、本発明はハードウェアとの連携においてソフトウェアでも実現することも可能で
ある。
【０１９３】
　また、上記各実施の形態の説明に用いた各機能ブロックは、典型的には集積回路である
ＬＳＩとして実現される。これらは個別に１チップ化されてもよいし、一部または全てを
含むように１チップ化されてもよい。ここでは、ＬＳＩとしたが、集積度の違いにより、
ＩＣ、システムＬＳＩ、スーパーＬＳＩ、ウルトラＬＳＩと呼称されることもある。
【０１９４】
　また、集積回路化の手法はＬＳＩに限るものではなく、専用回路または汎用プロセッサ
で実現してもよい。ＬＳＩ製造後に、プログラムすることが可能なＦＰＧＡ（Field Prog
rammable Gate Array）又は、ＬＳＩ内部の回路セルの接続若しくは設定を再構成可能な
リコンフィギュラブル・プロセッサーを利用してもよい。
【０１９５】
　さらには、半導体技術の進歩または派生する別技術によりＬＳＩに置き換わる集積回路
化の技術が登場すれば、当然、その技術を用いて機能ブロックの集積化を行ってもよい。
バイオ技術の適用等が可能性としてありえる。
【０１９６】
　本開示に係る送信装置は、アグリゲーションレベルの値に基づいて、複数のマッピング
候補によって構成されるサーチスペースを設定する手段であって、前記複数のマッピング
候補の各々は前記アグリゲーションレベルの値と同数の制御チャネル要素から構成され、
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前記制御チャネル要素は各物理リソースブロックが所定数に分けられることによって得ら
れる、設定手段と、前記設定されたサーチスペースにおける前記複数のマッピング候補の
内の１つにマッピングされた制御情報を送信する送信手段と、を具備し、前記各物理リソ
ースブロック内の前記所定数の制御チャネル要素にそれぞれ含まれるリソース要素の個数
は、少なくとも２種類の値を採り、前記設定手段は、前記アグリゲーションレベルの値が
２以上のサーチスペースにおいて、前記複数のマッピング候補間で、前記マッピング候補
を構成する制御チャネル要素に含まれるリソース要素の個数の合計の差が最小となるよう
に、前記サーチスペースを設定する構成を採る。
【０１９７】
　本開示に係る送信装置では、前記アグリゲーションレベルの値が１であるサーチスペー
スにおいて、前記複数のマッピング候補をそれぞれ構成する制御チャネル要素に、前記リ
ソース要素の個数が互いに異なる制御チャネル要素が含まれる。
【０１９８】
　本開示に係る送信装置では、前記アグリゲーションレベルの値が２であり、かつ、前記
所定数が４の場合、前記複数のマッピング候補の内の少なくとも１つは、前記リソース要
素の個数が最大の制御チャネル要素と、前記リソース要素の個数が最小の制御チャネル要
素とのペアから構成される。
【０１９９】
　本開示に係る送信装置では、前記アグリゲーションレベルの値が２であり、かつ、前記
所定数が４の場合、前記複数のマッピング候補の内の少なくとも１つは、前記リソース要
素の個数が前記ペアとは異なる制御チャネル要素から構成される。
【０２００】
　本開示に係る送信装置では、前記アグリゲーションレベルの値が４であり、かつ、前記
所定数が４の場合、各マッピング候補は、１つの物理リソースブロックを４分割して得ら
れる４種類の前記制御チャネル要素をそれぞれ１つずつ含む。
【０２０１】
　本開示に係る送信装置では、前記各マッピング候補のうち少なくとも１つのマッピング
候補は、同一の物理リソースブロックの前記４種類の制御チャネル要素をそれぞれ１つず
つ含む。
【０２０２】
　本開示に係る送信装置では、前記各マッピング候補のうち少なくとも１つのマッピング
候補は、異なる物理リソースブロックの前記４種類の制御チャネル要素をそれぞれ１つず
つ含む。
【０２０３】
　本開示に係る送信装置では、前記アグリゲーションレベルの値が８であり、かつ、前記
所定数が４の場合、各マッピング候補は、１つの物理リソースブロックを４分割して得ら
れる４種類の前記制御チャネル要素をそれぞれ２つずつ含む。
【０２０４】
　本開示に係る送信装置では、前記制御情報は下り回線に関する第１の情報又は上り回線
に関する第２の情報であって、前記設定手段は、同一アグリゲーションレベルにおいて、
前記第１の情報用の第１のサーチスペース、及び、前記第２の情報用の第２のサーチスペ
ースをそれぞれ設定し、前記第１のサーチスペース及び前記第２のサーチスペースは、互
いに異なる前記制御チャネル要素からなる前記マッピング候補でそれぞれ構成される。
【０２０５】
　本開示に係る送信装置では、前記所定数よりも小さい値のアグリゲーションレベルにお
いて、前記第１のサーチスペース及び前記第２のサーチスペースは、同一の前記物理リソ
ースブロック内の前記互いに異なる制御チャネル要素からなる前記マッピング候補でそれ
ぞれ構成される。
【０２０６】
　本開示に係る送信装置では、前記第１のサーチスペース、及び、前記第１のサーチスペ
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ースのアグリゲーションレベルに隣接するアグリゲーションレベルにおける前記第２の情
報用の第３のサーチスペースは、同一の前記物理リソースブロック内の前記互いに異なる
制御チャネル要素からなる前記マッピング候補でそれぞれ構成される。
【０２０７】
　本開示に係る受信装置は、アグリゲーションレベルの値に基づいて、複数のマッピング
候補によって構成されるサーチスペースを設定する手段であって、前記複数のマッピング
候補の各々は前記アグリゲーションレベルの値と同数の制御チャネル要素から構成され、
前記制御チャネル要素は各物理リソースブロックが所定数に分けられることによって得ら
れる、設定手段と、前記設定されたサーチスペースを構成する前記複数のマッピング候補
の内の１つにマッピングされた制御情報を受信する受信手段と、を具備し、前記各物理リ
ソースブロック内の前記所定数の制御チャネル要素にそれぞれ含まれるリソース要素の個
数は、少なくとも２種類の値を採り、前記設定手段は、前記アグリゲーションレベルの値
が２以上の各サーチスペースを構成する前記複数のマッピング候補間で、前記マッピング
候補を構成する制御チャネル要素に含まれるリソース要素の個数の合計の差が最小となる
ように、前記サーチスペースを設定する。
【０２０８】
　本開示に係る送信方法は、アグリゲーションレベルの値に基づいて、複数のマッピング
候補によって構成されるサーチスペースを設定し、前記複数のマッピング候補の各々は前
記アグリゲーションレベルの値と同数の制御チャネル要素から構成され、前記制御チャネ
ル要素は各物理リソースブロックが所定数に分けられることによって得られ、前記設定さ
れたサーチスペースにおける前記複数のマッピング候補の内の１つにマッピングされた制
御情報を送信し、前記各物理リソースブロック内の前記所定数の制御チャネル要素にそれ
ぞれ含まれるリソース要素の個数は、少なくとも２種類の値を採り、前記アグリゲーショ
ンレベルの値が２以上の各サーチスペースにおいて、前記複数のマッピング候補間で、前
記マッピング候補を構成する制御チャネル要素に含まれるリソース要素の個数の合計の差
が最小となるように、前記サーチスペースを設定する。
【０２０９】
　本開示に係る受信方法は、アグリゲーションレベルの値に基づいて、複数のマッピング
候補によって構成されるサーチスペースを設定し、前記複数のマッピング候補の各々は前
記アグリゲーションレベルの値と同数の制御チャネル要素から構成され、前記制御チャネ
ル要素は各物理リソースブロックが所定数に分けられることによって得られ、前記設定さ
れたサーチスペースを構成する前記複数のマッピング候補の内の１つにマッピングされた
制御情報を受信し、前記各物理リソースブロック内の前記所定数の制御チャネル要素にそ
れぞれ含まれるリソース要素の個数は、少なくとも２種類の値を採り、前記アグリゲーシ
ョンレベルの値が２以上の各サーチスペースにおいて、前記複数のマッピング候補間で、
前記マッピング候補を構成する制御チャネル要素に含まれるリソース要素の個数の合計の
差が最小となるように、前記サーチスペースを設定する。
【０２１０】
　２０１２年１月１９日出願の特願２０１２－００９２６７の日本出願に含まれる明細書
、図面および要約書の開示内容は、すべて本願に援用される。
【産業上の利用可能性】
【０２１１】
　本発明は、各PRBペア内で分割されて得られるCCEに含まれるREの個数に偏りがある場合
でも、ePDCCHに使用可能なリソースを端末間で均等にして、制御情報の受信特性の偏りを
低減することができるものとして有用である。
【符号の説明】
【０２１２】
　１００　基地局
　２００　端末
　１０１　割当情報生成部
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　１０２，２０５　サーチスペース設定部
　１０３，２０７　誤り訂正符号化部
　１０４，２０８　変調部
　１０５，２０９　信号割当部
　１０６，２１０　送信部
　１０７，２０１　受信部
　１０８，２０３　復調部
　１０９，２０４　誤り訂正復号部
　２０２　信号分離部
　２０６　制御信号受信部

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】
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